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市の人口と予算�
【人口・世帯】 〈3月1日現在〉�
合�計�＝�155,191人�（＋104）�（　）内は前月比�
男�＝�77,082人�（＋ 71）�
女�＝�78,109人�（＋ 33）�
世�帯�＝�59,598世帯�（＋106）�
【予算】 〈3月1日現在〉�
一 般 会 計＝349億2,579万9千円�
特別・企業会計＝393億3,849万3千円�

２月に行いました第１回窓口サービスアンケートへのご協力ありがとうございました。集計結果は、情報公開コーナー
や市ホームページなどでご覧いただけます□問 行政改革推進課�７１５０－６０７８
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利
根
運
河
に
桜
並
木
を

利
根
運
河
に
桜
並
木
を

家
族
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
植
栽

　

２
月　

日
、
利
根
運
河

２４

堤
で
桜
の
記
念
植
栽
が
行

わ
れ
、　

組
約　

人
が
参

２０

６０

加
し　

本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

２０

ノ
を
植
え
ま
し
た
＝
写
真
。

　

１
万
円
を
自
己
負
担
し

て
の
植
栽
に
は
１
０
０
組

を
超
え
る
方
々
か
ら
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。「
退
職
の

記
念
に
」、「
今
春
、孫
が
小

学
校
に
入
学
す
る
の
で
」な

ど
、皆
さ
ん
は
、さ
ま
ざ
ま

な
思
い
を
抱
い
て
の
ご
参

加
の
よ
う
で
す
。
こ
の
植

栽
は
市
制
施
行　

周
年
を

４０

記
念
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
古
都
保
存
法
施

行　

周
年
を
記
念
し
て
行

４０
わ
れ
た
「
美
し
い
日
本
の

歴
史
的
風
土
百
選
」（
同
実

行
委
員
会
主
催
、
国
土
交

通
省
・
文
化
庁
な
ど
後
援
）

の
選
定
結
果
が
２
月　

日
１６

公
表
さ
れ
、
利
根
運
河
が

準
百
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
３
月　

日
�　

時

２５

１１

か
ら
運
河
水
辺
公
園
で
商

工
会
北
部
支
部
（
鈴
木
利

男
支
部
長
）
主
催
の
桜
ま

つ
り
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

市 制 施 行
４０周年記念

　３月２５日�には桜まつりも予定されている利根運河で

古都保存法施行４０周年記念
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輝く流山の子どもたち

各種大会などで好成績

　

２
月　

日
、
市
議
会
議

２０

場
で
、
平
成　

年
度
に
ス

１８

ポ
ー
ツ
や
学
習
な
ど
で
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
児
童

・
生
徒
を
表
彰
す
る
市
長

表
彰
な
ど
の
表
彰
状
授
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
順
不
同
、
敬
称
略
》

【
市
長
表
彰
・
小
学
生
】

　

▽
南
流
山
６
・
高
倉
佑

一
朗
／
全
国
珠
算
競
技
大

会
そ
ろ
ば
ん
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ッ
プ
読
上
算
競
技
日
本

一
▽
東
深
井
４
・
五
十
嵐

未
帆
／
全
国
少
年
少
女
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会　
２６

キ
ロ
以
下
優
勝
▽
鰭
ケ
崎

小
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ

／
サ
ン
ト
リ
ー
カ
ッ
プ
全

国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

選
手
権
大
会
千
葉
大
会
優

勝
▽
江
戸
川
台
６
・
中
田

幸
太
郎
／
全
日
本
少
年
サ

ッ
カ
ー
大
会
千
葉
県
大
会

優
勝
▽
江
戸
川
台
５
・
猪

狩
好
／
県
学
童
学
年
別
水

泳
競
技
大
会　

ｍ
バ
タ
フ

５０

ラ
イ
優
勝
▽
江
戸
川
台
５

・
田
中
幸
徳
／
県
学
童
学

年
別
水
泳
競
技
大
会　

ｍ
５０

平
泳
ぎ
優
勝
▽
江
戸
川
台

２
・
上
原
広
暉
／
県
学
童

学
年
別
水
泳
競
技
大
会　
５０

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
優
勝
▽
西

深
井
小
／
全
日
本
学
校
歯

科
保
健
優
良
校
表
彰
最
優

秀
賞
お
よ
び
文
部
科
学
大

臣
賞
▽
流
山
北
４
・
近
藤

み
の
り
／
サ
イ
エ
ン
ス
・

グ
ラ
ン
プ
リ
東
京
電
力
サ

イ
エ
ン
ス
賞
▽
流
山
北
４

・
桜
井
航
太
／
県
小
中
学

校
書
写
優
秀
作
品
紙
上
展

最
優
秀
賞
▽
流
山
北
小
ビ

オ
ト
ー
プ
委
員
会
／
ド
ラ

え
も
ん
自
然
は
と
も
だ
ち

コ
ン
テ
ス
ト
学
校
部
門
小

学
館
賞

【
市
長
表
彰
・
中
学
生
】

　

▽
南
部
１
・
馬
目
哲
大

／
県
中
学
校
英
語
発
表
会

暗
唱
の
部
優
勝
▽
南
部
中

水
泳
部
／
県
中
学
校
水
泳

競
技
大
会
男
子
４
０
０
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
優
勝
▽

南
部
中
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

／
宍
倉
優
勝
杯
争
奪
県
女

子
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
優
勝
▽
南
部
１
・
梨
本

真
輝
／
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
１

０
０
ｍ
６
位
▽
南
部
３
・

鈴
木
あ
か
ね
／
全
国
J
O

C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
夏
季
水
泳
競
技
大
会
２

０
０
ｍ
平
泳
ぎ
６
位
▽
南

部
２
・
久
保
園
修
／
県
中

学
校
総
合
体
育
大
会
１
０

０
ｍ
自
由
形
優
勝
▽
南
部

３
・
本
田
裕
樹
／
県
中
学

校
総
合
体
育
大
会
１
０
０

ｍ
平
泳
ぎ
優
勝
▽
北
部
２

・
西
田
沙
羅
／
全
国
中
学

校
水
泳
競
技
大
会　

ｍ
自

５０

由
形
３
位
▽
北
部
２
・
有

田
理
乃
／
関
東
中
学
校
陸

上
競
技
大
会
１
０
０
ｍ
２

位
▽
北
部
２
・
林
勲
平
／

県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

相
撲
競
技
個
人
の
部
優
勝

▽
北
部
３
・
大
西
菜
月
／

私
の
思
い
〜
中
学
生
の
主

張
県
大
会
最
優
秀
賞
▽
北

部
３
・
長
橋
麻
希
／
Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯
全
国
中
学
校
放
送
コ

ン
テ
ス
ト
ア
ナ
ウ
ン
ス
部

門
優
秀
賞
▽
北
部
３
・
寺

嶋
祥
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
中

学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
朗

読
部
門
優
良
賞
▽
北
部
３

・
松
井
俊
介
／
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
室
内
陸
上
競
技
大
会

１
５
０
０
ｍ
優
勝
▽
東
部

３
・
小
林
翼
／
日
本
ク
ラ

ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
U　

大
会
３
位
▽
東
部

１５

３
・
黒
須
大
輔
／
日
本
ク

ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
U　

大
会
３
位
▽
常

１５

盤
松
中
吹
奏
楽
部
／
東
関

東
吹
奏
楽
部
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
校
Ｂ
部
門
金
賞
▽
常

盤
松
１
・
榎
本
康
平
／
明

る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

最
優
秀
賞
▽
南
流
山
１
・

齋
藤
雄
也
／
県
中
学
校
総

合
体
育
大
会
走
幅
跳
優
勝

【
教
育
長
表
彰
】
▽
流
山

市
歯
科
医
師
会
▽
学
校
歯

科
医
・
蔦
森
謙
治

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０

―
６
１
０
５

　

流
山
市
お
お
た
か
の
森

出
張
所
ロ
ビ
ー
に
日
曜
と

祝
日
だ
け
オ
ー
プ
ン
す
る

「
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

第
１
回
目
と
な
る
３
月

　

日
は
、
流
山
お
お
た
か

１８の
森
駅
近
く
の
レ
ジ
ャ
ー

施
設
「
ふ
く
ろ
う
の
森
」

を
紹
介
、
第
２
回
目
の　
２１

日
は
、
大
学
な
ど
の
協
力

を
得
て
流
山
グ
リ
ー
ン
チ

ェ
ー
ン
戦
略
の
紹
介
、
そ

し
て
第
３
回
目
の　

日
は

２５

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
親
子
で
楽
し
め
る
場
の

提
供
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
や
情
報
な
ど
を
産

業
界
や
大
学
、
市
民
、
行

政
な
ど
の
連
携
で
発
信
し

て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で

す
。

　

３
月
の
予

定
は
次
の
と

お
り
。
会
場
は
い
ず
れ
も

流
山
お
お
た
か
の
森
S
・

C
３
階
に
３
月　

日
か
ら

１２

オ
ー
プ
ン
し
た
流
山
市
お

お
た
か
の
森
出
張
所
ロ
ビ

ー
を
利
用
し
て
開
催
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

【
ふ
く
ろ
う
の
森
を
知
っ

て
い
ま
す
か
】
▽
期
日
＝

３
月　

日
�
▽
内
容
＝
体

１８

験
陶
芸
教
室（
①　

時
〜
、

１１

②　

時
〜
、
③　

時
〜
）、

１４

１６

か
ん
た
ん
木
工
教
室
（　
１３

時
〜　

時　

分
）、 福  
喰  
朗 

ふ 

く 

ろ
う

１３

４５

焼
   

の
試
食
と
販
売
や　

坪

や
き

１０

ジ
ム
の
紹
介
な
ど

【
森
の
街
・
流
山
を
語
ろ

う
】
▽
期
日
＝
３
月　

日
２１

�
▽
内
容
＝
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
「
都
心
か

ら
一
番
近
い

森
の
街
・
流

山
〜
T
X
と

街
づ
く
り
」

（　

時
〜　

時　

分
）、
江

１０

１１

３０

戸
川
大
学
社
会
学
部
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
学
科
学
生

「
チ
ー
ム
お
お
た
か
」
に

よ
る
絵
本
づ
く
り
な
ど

（　

時
〜　

時
）

１０

１７

【
子
育
て
サ
ロ
ン
へ
よ
う

こ
そ
】
▽
期
日
＝
３
月　
２５

日
�
▽
内
容
＝
「
お
も
ち

ゃ
病
院
」
開
院
（　

時
〜

１０

　

時
受
け
付
け
、
こ
わ
れ

１２た
お
も
ち
ゃ
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
）、ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
「
オ
カ
リ
ナ
が
奏
で
る

世
界
へ
」（
①　

時
〜
、
②

１１

　

時
〜
、
③　

時
〜
）、
親

１３

１５

子
で
遊
ぼ
う
（　

時
〜　

１０

１７

時
）

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８
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��������������

おおたかの森おおたかの森

日
曜
・
祝
日
を
活
用

日
曜
・
祝
日
を
活
用

出
張
所
に
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

出
張
所
に
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
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平
成　

年
度
は
、
飛
躍

１９

を
続
け
る
流
山
市
が
一
段

と
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る

一
年
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
流
山
お
お
た
か
の

森
駅
周
辺
に
、
新
し
い
流

山
の
顔
と
な
る
都
市
施
設

が
、
そ
の
陣
容
を
現
し
ま

す
。
３
月
に
は
、
そ
の
先

陣
を
切
っ
て
市
役
所
出
張

所
が
入
る
「
流
山
お
お
た

か
の
森
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
」が
オ
ー
プ
ン
し
、

６
月
に
は
、
本
社
機
能
を

備
え
た
事
務
所
や
県
下
初

の
保
育
送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
が
入
る
業
務
ビ
ル

が
竣
工
し
ま
す
。

　

私
は
、
引
き
続
き
�
都

心
か
ら
一
番
近
い
森
の
街
�

を
目
指
し
、
良
質
な
都
市

環
境
の
創
出
に
全
力
を
挙

げ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た

め
、
開
発
事
業
者
や
進
出

企
業
を
指
導
・
誘
導
す
る

と
と
も
に
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
の
東
京
駅
延
伸

の
実
現
に
向
け
て
関
係
機

関
に
強
く
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

　

未
来
の
流
山
の
た
め
に

今
で
き
る
こ
と
の
す
べ
て

に
最
善
を
尽
く
し
、
市
民

の
力
が
活
き
る
街
づ
く
り

を
進
め
、
流
山
市
民
で
あ

る
こ
と
を
誇
れ
る
街
づ
く

り
に
さ
ら
に
邁
進
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
２
つ
の

基
本
姿
勢
を
も
っ
て
新
年

度
の
市
政
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

�
　

生
活
習
慣
病
の
増
加
や

要
介
護
高
齢
者
の
増
加
等

に
よ
り
、
今
後
ま
す
ま
す

医
療
費
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
市
を
あ

げ
て
市
民
の
健
康
の
増
進

を
図
る
た
め
、
市
制
施
行

　

周
年
に
合
わ
せ
健
康
都

４０市
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
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Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機

Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機

関
）に
基
づ
く「
健
康

関
）に
基
づ
く「
健
康

都
市
宣
言
」に
つ
い
て

都
市
宣
言
」に
つ
い
て

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
の
精
神
を
尊
重
し
、

健
康
を
個
人
の
責
任
と
し

て
の
み
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
都
市
そ
の
も
の
を
健

康
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
緑
豊

か
な
自
然
環
境
の
保
全
創

出
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
の
推
進
、
高
齢
者
や
障

害
者
の
社
会
参
加
の
促
進
、

栄
養
改
善
や
病
気
の
予
防
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
自

主
防
災
・
防
犯
活
動
の
充

実
、
市
民
交
流
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
増
進
等
の

各
分
野
に
お
い
て
、
健
康

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
文
字
ど
お

り
「
健
康
都
市
」
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
創
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。

�
　

本
市
で
は
、「
効
率
的
で

市
民
満
足
度
の
高
い
行
財
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��������
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簡
素
で
効
率
的
、利
便

簡
素
で
効
率
的
、利
便

性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
つ
い
て

ス
の
提
供
に
つ
い
て

　

市
議
会
第
１
回
定
例
会
の
冒
頭
、
井
崎
市
長
は
平
成　

年
１９

度
に
向
け
た
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
と
、
総
合
計
画

の
施
策
体
系
に
沿
っ
た
主
要
事
業
や
新
規
事
業
な
ど
平
成　
１９

年
度
の
所
信（
施
政
方
針
）を
示
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の

概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
一
部
省
略
）。
な
お
、
所
信
や
一
般

報
告
の
全
文
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

市議会第１回定例会

所所所所所所所所所所所所所所 信信信信信信信信信信信信信信 表表表表表表表表表表表表表表 明明明明明明明明明明明明明明所信表明

魅
力
あ
る
ま
ち
へ
躍
進

魅
力
あ
る
ま
ち
へ
躍
進

市
民
で
あ
る
こ
と
を
誇
れ
る
街
へ

市
民
で
あ
る
こ
と
を
誇
れ
る
街
へ

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康にににににににににににににににににににに健康に

政
運
営
」
を
確
立
し
、
都

市
間
競
争
を
リ
ー
ド
し
て

い
く
た
め
に
、
こ
の
４
月

か
ら
総
合
計
画
の
施
策
体

系
に
沿
っ
た
組
織
に
改
編

し
、
よ
り
効
率
的
な
行
財

政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
企
画
部

に
財
政
課
を
編
入
し
「
企

画
財
政
部
」
を
設
置
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
個
別
施

策
や
事
務
事
業
の
評
価
、

予
算
編
成
、
決
算
と
い
う

一
連
の
流
れ
を
よ
り
充
実

さ
せ
、
総
合
計
画
を
実
現

さ
せ
る
た
め
の
経
営
戦
略

や
本
市
独
自
の
政
策
を
積

極
的
に
打
ち
出
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
に
対
応

し
た
子
育
て
し
や
す
い
環

境
整
備
を
強
化
す
る
た
め
、

「
子
ど
も
家
庭
部
」
を
設

置
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
子

育
て
支
援
や
保
育
所
、
幼

稚
園
の
相
談
窓
口
の
統
一

化
な
ど
、「
子
ど
も
」
に
関

す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一

元
化
と
、
Ｄ
Ｖ
等
家
庭
に

関
す
る
諸
問
題
に
対
応
す

る
窓
口
の
設
置
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
応

え
る
も
の
で
す
。

�
　

千
葉
県
が
県
立
市
野
谷

の
森
公
園
と
し
て
、
オ
オ

タ
カ
を
は
じ
め
貴
重
な
動

植
物
が
生
息
す
る
樹
林
を

保
全
整
備
す
る
の
に
対
し

て
、本
市
も
用
地
取
得
等
、

費
用
の
一
部
を
負
担
し
ま

す
。

　

東
武
野
田
線
運
河
駅
東

側
周
辺
地
区
に
つ
い
て
は
、

運
河
駅
東
口
開
設
に
必
要

と
な
る
駅
東
側
整
備
に
向

け
て
の
用
地
買
収
に
係
る

測
量
を
実
施
し
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

都
市
計
画
道
路
３
・
５
・

　

号
東
深
井
市
野
谷
線
道

２２
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������������

整
備
・
開
発
と
自
然
環

整
備
・
開
発
と
自
然
環

境
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

境
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
流
山

た
流
山

路
改
良
事
業
や
３
・
４
・

　

号
市
野
谷
向
小
金
新
田

１０線
の
立
体
交
差
事
業
の
基

礎
調
査
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

河
川
・
排
水
路
整
備
に

つ
い
て
は
、
神
明
堀
の
河

道
改
修
工
事
を
進
め
る
と

と
も
に
、
新
東
谷
市
有
地

内
に
調
整
池
を
整
備
す
る

た
め
の
実
施
設
計
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
大
堀
川
の

改
修
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　

交
通
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
つ
い
て
は
、
東

武
野
田
線
江
戸
川
台
駅
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
等
駅

舎
改
修
費
の
一
部
を
負
担

し
、
高
齢
者
や
身
体
障
害

者
な
ど
の
移
動
円
滑
化
を

図
り
ま
す
。

今
で
き
る
こ
と
に
最
善
を

平
成　

年
度
の
主
要
事
業

１９

�
　

「
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
！

な
が
れ
や
ま
計
画
」
に
基

づ
き
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
削
減
に
効
果
の
あ
る

設
備
を
設
置
す
る
市
民
に

対
し
て
、
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

　

廃
棄
物
循
環
型
都
市
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
ペ
ッ
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�����������

生
活
の
豊
か
さ
を
実
感

生
活
の
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
流
山

で
き
る
流
山

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
店
頭
回

収
や
マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用

促
進
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
店
舗
を
「
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
店
」
と
し
て

認
定
し
、
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

に
よ
り
市
民
・
事
業
者
・

行
政
の
三
者
協
働
に
よ
る

循
環
型
社
会
の
形
成
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

災
害
へ
の
備
え
と
し
て

は
、
自
動
体
外
式
除
細
動

器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
各
消
防

署
・
分
署
の
４
署
に
配
置

し
、
高
度
救
急
体
制
を
強

化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊
な
ど
へ
の
支
援

を
積
極
的
に
行
う
と
と
も

に
、
好
評
の
安
心
メ
ー
ル

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
防
犯
灯
設
置
を

積
極
的
に
支
援
し
、
夜
間

に
お
け
る
犯
罪
発
生
の
防

止
に
努
め
ま
す
。

�
　

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
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学
び
、
受
け
継
が
れ
、

学
び
、
受
け
継
が
れ
、

進
展
す
る
流
山

進
展
す
る
流
山

い
て
は
、
南
流
山
セ
ン
タ

ー
と
初
石
公
民
館
の
空
調

設
備
の
改
修
を
行
う
な
ど

施
設
環
境
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
に
引

き
続
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
蔵
書
検
索
や

貸
出
予
約
が
で
き
る
図
書

館
電
算
シ
ス
テ
ム
の
稼
働

に
よ
り
、
図
書
館
利
用
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、

流
山
小
学
校
校
舎
お
よ
び

屋
内
運
動
場
の
大
規
模
改

造
工
事
に
合
わ
せ
耐
震
補

強
工
事
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
新
川
小
学
校
校
舎

・
屋
内
運
動
場
、
東
小
学

校
校
舎
、
東
深
井
小
学
校

屋
内
運
動
場
、
八
木
中
学

校
校
舎
、
東
深
井
中
学
校

屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強

工
事
を
実
施
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
南
部
中
学
校
ほ
か

３
校
の
小
・
中
学
校
の
校

舎
や
屋
内
運
動
場
の
耐
震

補
強
工
事
に
伴
う
設
計
を

実
施
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い

て
は
、
北
部
市
民
プ
ー
ル

の
施
設
の
改
修
を
行
う
と

と
も
に
、
市
民
総
合
体
育

館
の
屋
根
防
水
工
事
と
総

合
運
動
公
園
野
球
場
の
ス

コ
ア
ボ
ー
ド
の
改
修
を
行

い
ま
す
。

�
　

子
育
て
支
援
策
と
し
て
、

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
前

に
、
千
葉
県
下
で
初
め
て

保
育
送
迎
ス
テ
ー
シ
ョ

������������
������������
������������
������������
������������
������������
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������������

誰
も
が
充
実
し
た
生
涯

誰
も
が
充
実
し
た
生
涯

を
お
く
る
こ
と
の
で
き

を
お
く
る
こ
と
の
で
き

る
流
山

る
流
山

　１０月からは、現在の休日診療所で、内科・小児科の平
日の夜間診療も実施する予定です。

　所信を述べる井崎市長

健康都市宣言のまち

�
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人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人もももももももももももももももももももも街街街街街街街街街街街街街街街街街街街街もももももももももももももももももももも人も街も
ン
を
併
設
し
た
保
育
施

設
を
整
備
す
る
ほ
か
、
バ

ス
に
よ
る
他
の
保
育
所
へ

の
送
迎
を
行
い
ま
す
。

　

福
祉
作
業
所
等
に
通
う

方
に
は
、
通
所
の
た
め
の

交
通
費
を
助
成
す
る
と
と

も
に
、
障
害
を
持
つ
方
が

働
く
「
障
害
者
の
店
」
の

建
設
・
整
備
の
た
め
の
補

助
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、　

歳
以
上
の
市
民
を

３０

対
象
に
、
科
学
的
根
拠
に

基
づ
い
た
「
個
別
健
康
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成

し
実
行
す
る
こ
と
で
、
生

活
習
慣
病
の
改
善
や
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
日
夜
間
の
急

病
に
対
応
す
る
た
め
、
内

科
・
小
児
科
の
診
療
を
休

日
診
療
所
で
実
施
し
、
診

療
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
交
通
機
関
等

を
利
用
す
る
際
に
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

妊
娠
さ
れ
た
方
へ
の
配
慮

を
促
し
ま
す
。

�
　

流
山
市
商
工
会
で
は
、

平
成　

年
度
の
商
工
会
議

２２

所
へ
の
移
行
に
向
け
、
会

員
加
入
の
増
強
お
よ
び
事

務
局
組
織
の
充
実
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の

産
業
振
興
を
推
進
す
る
た

め
、
商
工
会
議
所
へ
の
移

行
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う

市
と
し
て
も
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
商
店
街
が
行
う

空
き
店
舗
有
効
活
用
事
業

お
よ
び
商
業
活
性
化
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
に
対
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賑
わ
い
と
活
気
に
満
ち

賑
わ
い
と
活
気
に
満
ち

た
流
山

た
流
山

し
て
助
成
を
行
い
、
商
店

街
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

工
業
の
強
化
と
新
た
な

産
業
の
創
造
に
つ
い
て
は
、

産
学
官
連
携
を
推
進
し
新

産
業
が
創
出
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

企
業
立
地
を
促
進
し
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、

高
品
質
野
菜
栽
培
や
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
の
建
設
等
に

対
し
て
補
助
す
る
と
と
も

に
、
遊
休
農
地
の
復
活
と

有
効
活
用
に
努
め
ま
す
。
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自
治
基
本
条
例
に
つ
い
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公
・
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

公
・
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
構
想
実
現
と
効
率

に
よ
る
構
想
実
現
と
効
率

的
、効
果
的
行
財
政
運
営

的
、効
果
的
行
財
政
運
営

て
は
、
多
く
の
市
民
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
自
治
基
本
条
例
策
定

市
民
協
議
会
に
お
い
て
原

案
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

市
民
協
議
会
と
協
働
に
よ

り
条
例
の
策
定
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
拠
点
と
な
る
市
民

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、

公
共
の
一
翼
を
担
う
市
民

公
益
事
業
を
助
成
す
る
と

と
も
に
、
団
塊
世
代
の
市

民
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
向
け
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
研
修
会
を

開
催
し
て
、
市
民
活
動
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

お
け
る
国
民
の
保
護
の
た

め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」

第　

条
の
規
定
に
基
づ
く

３５
国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て

は
、
昨
年　

月
に
パ
ブ
リ

１１

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

ま
た
、
昨
年
９
月
と
本
年

１
月
の
２
回
の
国
民
保
護

協
議
会
の
審
議
を
経
た
後
、

本
年
１
月　

日
に
知
事
と

３１

の
協
議
が
整
い
、
計
画
書

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

議
会
へ
の
報
告
と
地
元
警

察
を
は
じ
め
関
係
機
関
等

へ
送
付
し
、
市
民
の
安
心

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
、
さ
ら
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
い
き
ま
す
。

�
　

社
会
福
祉
協
議
会
が
障

害
者
の
就
労
の
場
を
確
保

す
る
た
め
、「
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
施
設
」
い
わ
ゆ
る 

「
授
産
施
設
」
の
整
備
を

平
成　

年
度
社
会
福
祉
施

１９

設
等
施
設
整
備
国
庫
補
助

協
議
に
お
い
て
行
う
予
定

で
し
た
が
、
急
き
ょ
計
画

を
１
年
前
倒
し
し
て
、
平

成　

年
度
の
施
設
整
備
国

１８
庫
補
助
協
議
に
臨
む
こ
と

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

国
が
平
成　

年
度
予
算
に

１８

お
い
て
、
国
庫
補
助
の
追

加
協
議
を
行
う
こ
と
と
し

た
た
め
、
補
助
採
択
の
可

能
性
が
高
い
追
加
協
議
を

行
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
市
内
駒

木
台
の
市
有
地
を
利
用
し
、

鉄
骨
造
平
家
建
て
定
員　
２０

人
の
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ

社
会
福
祉
施
設
等
施
設

整
備
に
つ
い
て

型
施
設
」
と
し
て
建
設
す

る
も
の
で
、
補
助
協
議
が

採
択
さ
れ
ま
す
と
平
成　
１９

年
度
中
に
完
成
し
、
市
内

在
宅
障
害
者
の
福
祉
的
就

労
の
場
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

�
　

現
在
の
美
田
保
育
所 

は
、
昭
和　

年
４
月
１
日

４５

に
市
内
４
番
目
の
公
立
保

育
所
と
し
て
開
所
し
、
以

来　

年
間
に
わ
た
り
幼
児

３６
の
健
全
育
成
に
寄
与
し
て

き
ま
し
た
が
、
施
設
の
老

朽
化
が
著
し
く
な
っ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
１７

度
か
ら
年
少
幼
児
の
入
園

を
見
送
り
、
閉
園
時
期
を

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
閉
園
時
期
を
平

成　

年
度
と
し
、
在
園
児

２０
全
員
が
卒
園
す
る
ま
で
運

営
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
平

成　

年
度
中
に
現
施
設
の

２１
解
体
と
民
間
活
力
に
よ
る

新
設
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
新
設
保
育
園

の
開
園
は
、
平
成　

年
４

２２

月
を
目
指
し
事
業
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

�
　

市
内
各
小
学
校
区
に
整

備
し
て
い
ま
す
学
童
ク
ラ

ブ
の
う
ち
、
小
学
校
の
余

裕
教
室
を
利
用
し
て
運
営

し
て
い
る
「
あ
ず
ま
学
童

ク
ラ
ブ
」。東
小
学
校
隣
接

地
に
戸
建
て
に
よ
る
施
設

整
備
を
進
め
て
お
り
、
面

積
１
６
３
・　

㎡
の
平
屋

１３

美
田
保
育
所
の
閉
園
に

つ
い
て

あ
ず
ま
学
童
保
育
所
の

移
転
に
つ
い
て

建
て
学
童
ク
ラ
ブ
が
３
月

中
に
完
成
し
、
４
月
に
は

新
し
い
施
設
で
運
営
が
ス

タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援

事
業
を
、
引
き
続
き
各
学

童
ク
ラ
ブ
の
運
営
主
体
に

対
し
て
行
い
な
が
ら
、
学

童
保
育
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

�
　

平
成　

年
４
月
に
柏
市

２０

が
中
核
市
に
移
行
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
流
山
市
と

我
孫
子
市
の
保
健
所
所
管

区
域
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
千
葉
県
が
組
織
す
る

「
保
健
所
所
管
区
域
検
討

委
員
会
」
に
本
市
選
出
の

県
議
会
議
員
並
び
に
助
役

等
が
委
員
と
し
て
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

２
月　

日
に
行
わ
れ
た

１９

第
３
回
の
検
討
委
員
会
に

お
い
て
、
所
管
区
域
の
移

管
先
と
し
て
提
案
さ
れ
て

い
ま
し
た
松
戸
保
健
所
お

よ
び
野
田
保
健
所
に
つ
い

て
検
討
し
た
結
果
、
従
来

の
柏
保
健
所
の
サ
ー
ビ
ス

体
制
を
維
持
し
、
松
戸
保

健
所
へ
の
管
轄
区
域
の
変

更
は
、
や
む
を
得
な
い
も

の
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

保
健
所
所
管
区
域
に
つ

い
て

　健康をキーワードにさまざまな事業を展開

市
政
の
一
般
報
告
か
ら

市
政
の
一
般
報
告
か
ら

　

項
目
に
つ
い
て
報
告

項
目
に
つ
い
て
報
告

２１２１

　

井
崎
市
長
は
、
所
信
表
明
に
続
き　

項
目
に
つ
い
て
市
政

２１

の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
項
目
を
要
約
し
て
紹
介

し
ま
す
。
な
お
、
掲
載
し
た
項
目
以
外
に
「
自
治
基
本
条
例

策
定
状
況
に
つ
い
て
」、「
新
川
耕
地
有
効
活
用
に
つ
い
て
」、

「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画
の
実
践
に
つ
い
て
」、「
税
源
移

譲
に
伴
う
所
得
税
・
住
民
税
の
税
率
変
更
の
周
知
に
つ
い
て
」、

「
お
お
た
か
の
森
出
張
所
の
開
設
に
つ
い
て
」、「
地
域
福
祉

計
画
及
び
障
害
福
祉
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
」、「
企
業
誘
致

状
況
に
つ
い
て
」、「
路
上
喫
煙
及
び
ポ
イ
捨
て
防
止
重
点
区

域
の
拡
大
（
追
加
）
に
つ
い
て
」、「
旧
清
美
園
の
再
整
備
事

業
に
つ
い
て
」、「
流
山
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
に
つ
い
て
」、「
景
観

計
画
及
び
景
観
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」、「
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
沿
線
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」、「
主
要
地

方
道
越
谷
流
山
線
バ
イ
パ
ス
（（
仮
称
）
新
流
山
橋
）
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
」、「（
仮
称
）
小
山
小
学
校
校
舎
建
設
等
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
の
入
札
状
況
に
つ
い
て
」、「
千
葉
県
消
防
広
域
応
援

隊
の
合
同
訓
練
に
つ
い
て
」
も
報
告
し
ま
し
た
。

�
　

近
隣
６
市
で
構
成
す
る

東
葛
広
域
行
政
連
絡
協
議

会
が
、
平
成　

年
５
月
に

１８

設
置
し
た
政
令
指
定
都
市

問
題
研
究
会
で
は
、
こ
れ

ま
で
行
政
区
や
政
令
指
定

都
市
移
行
の
要
件
を
は
じ

め
と
し
て
、
道
州
制
等
の

影
響
な
ど
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。
引
き
続
き
年
度

内
に
は
、
広
域
的
課
題
を

検
討
し
中
間
報
告
と
し
て

取
り
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
中
間
報
告

を
踏
ま
え
、
調
査
の
最
終

年
度
と
な
る
来
年
度
は
、

中
間
報
告
の
公
表
を
行
う

と
と
も
に
、
よ
り
詳
細
に

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

�
　

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に

政
令
指
定
都
市
問
題
研
究

会
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

国
民
保
護
計
画
の
作
成

に
つ
い
て

建築中のあずま学童クラブ　建築中のあずま学童クラブ
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平
成　

年
度
の
予
算
案
は
、
３
年
目
を
迎
え
た

１９

総
合
計
画
下
期
５
か
年
計
画
に
基
づ
き
、
市
政
の

最
重
点
課
題
で
あ
る
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線

整
備
関
連
事
業
や
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
市
民
生

活
と
密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
安
心
安
全
事
業

等
の
堅
持
お
よ
び
拡
充
を
図
り
、
ま
た
、
市
民
生

活
優
先
の
行
財
政
運
営
を
基
本
に
「
流
山
の
可
能

性
を
最
大
限
引
き
出
す
ま
ち
づ
く
り
」「
一
円
ま

で
活
か
す
市
政
」
の
実
現
に
向
け
て
、
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。
平
成　

年
度
の
一
般
会
計
、
特
別

１９

会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
の
予
算
総
額
は
、
別

表
の
と
お
り
で
す
。

人
件
費
約
１
億
６
千
万
円
削
減

校
舎
の
耐
震
改
修
な
ど
に
約
8
億
9
千
万
円

　健康で明るい暮らしづくりのため健康増進事業を
進めます。

一
般
会
計
予
算
歳
入

　

景
気
の
回
復
や
三
位
一

体
改
革
に
よ
る
所
得
税
か

ら
住
民
税
へ
の
税
源
移 

譲
、
定
率
減
税
の
廃
止
等

に
よ
る
市
民
税
の
増
加
な

ら
び
に
新
増
築
家
屋
の
増

加
等
に
よ
る
固
定
資
産
税

の
増
加
に
よ
り
、
市
税
の

大
幅
な
増
収
を
見
込
ん
だ

反
面
、
所
得
譲
与
税
お
よ

び
減
税
補
て
ん
債
の
廃 

止
、
地
方
特
例
交
付
金
お

よ
び
地
方
交
付
税
等
の
大

幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
財
政
調

整
積
立
基
金
か
ら　

億
円

１６

を
取
り
崩
し
た
り
、
臨
時

財
政
対
策
債
を　

億
２
千

１２

万
円
発
行
し
て
予
算
を
編

成
し
ま
し
た（
図
１
参
照
）。

一
般
会
計
予
算
歳
出

　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計

画
や
定
員
適
正
化
計
画
を

着
実
に
実
行
す
る
な
ど
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
行
財

政
改
革
の
推
進
に
努
め
、

人
件
費
を
対
前
年
度
比
で

約
１
億
６
千
万
円
削
減
し

ま
し
た
が
、
国
の
少
子
化

対
策
の
一
環
と
し
て
昨
年

に
引
き
続
き
児
童
手
当
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

お
よ
び
市
独
自
の
乳
幼
児

医
療
対
策
事
業
の
拡
充
策

の
継
続
等
に
よ
り
、
扶
助

費
は
約
３
億
円
の
増
と
な

っ
た
ほ
か
、
公
債
費
は
、

平
成　

年
度
に
発
行
し
た

１４

愛
郷
債
（
市
場
公
募
債
）

２
億
円
の
償
還
金
等
に
よ

り
約
２
億
６
千
万
円
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
歳
出
予
算
で
は
民
生

費
の
１
０
９
億
３
２
８
１

万
８
千
円
を
筆
頭
に
、
土

木
費
の　

億
４
２
３
３
万

５１

１
千
円
、
教
育
費
の　

億
４４

５
４
４
３
万
８
千
円
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２

参
照
）。

　

ま
た
、
医
療
お
よ
び
介

護
給
付
費
の
増
加
に
伴
う

　

図
３
は
、
過
去　

年
間

１０

の
性
質
別
当
初
予
算
の
推

移
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
見
る
と
、
人
件
費
は

着
実
に
減
少
し
、
平
成　
１４

年
度
（
５
年
前
）
と
比
べ

て
約
９
億
５
千
万
円
減
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、

物
件
費
は
、
福
祉
会
館
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
の

管
理
を
指
定
管
理
者
に
委

託
す
る
な
ど
の
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
等
の
影
響
に
よ

り
減
っ
て
い
る
も
の
の
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
老
人
保
健
医
療
特
別

会
計
、
介
護
保
険
特
別
会

計
の
３
会
計
へ
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
出
金
が
平
成

　

年
度
か
ら
毎
年
増
加
と

１７な
っ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
の
主 

１９

な
事
業　
　
　
　

　

平
成　

年
度
の
主
な
事

１９

業
は
、
小
中
学
校
の
校
舎

等
の
大
規
模
改
造
と
建
物

耐
震
改
修
事
業
（
約
８
億

９
千
万
円
）、健
康
都
市
宣

言
に
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
の
中
高

年
･
高
齢
者
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
事
業
（
約
１
千
６
百
万

円
）、０
歳
か
ら
３
歳
児
ま

で
の
児
童
手
当
拡
充
策
分

（
約
２
億
円
）
を
含
む
児

童
手
当
支
給
事
業
（
約　
１１

億
円
）、乳
幼
児
医
療
対
策

事
業（
約
２
億
６
千
万
円
）

と
し
て
乳
幼
児
医
療
の
助

成
を
３
歳
児
ま
で
か
ら
就

学
前
児
童
ま
で
に
拡
大 

（
拡
大
分
約
１
億
円
）、千

葉
県
が
施
行
す
る
運
動
公

園
周
辺
地
区
及
び
木
地
区

の
土
地
区
画
整
理
事
業
に

対
す
る
負
担
事
業
（
約
４

億
６
千
万
円
）、老
朽
化
し

た
市
民
プ
ー
ル
･
公
民
館

な
ど
の
施
設
の
改
修
事
業

（
約
１
億
円
）な
ど
で
す
。

職
員
の
退
職
不
補
充
に
伴

う
臨
時
職
員
の
増
加
に
よ

り
、
平
成　

年
度
に
は
、

１９

わ
ず
か
な
が
ら
増
加
に
転

じ
ま
し
た
。
公
債
費
は
、

平
成
７
年
度
、
８
年
度
に

借
入
れ
た
減
税
補
て
ん
債

の
借
り
替
え
を
行
っ
た
平

成　

年
度
は
突
出
し
て
い

１６
ま
す
が
、
フ
ラ
ッ
ト
な
線

を
描
い
て
い
ま
す
。
投
資

的
経
費
は
、
平
成　

年
度

１３

か
ら　

年
度
に
か
け
て
、

１５

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
ご
み
焼
却
施
設
の
建

設
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る

影
響
が
出
て
い
ま
す
。
扶

助
費
は
、平
成　

年
度（
５

１４

年
前
）
と
比
べ
て
約　

億
１５

９
千
万
円
増
加
し
、
財
政

的
に
は
、
大
き
な
硬
直
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
繰

出
金
は
、
一
般
廃
棄
物
施

設
用
地
先
行
取
得
に
係
る

地
方
債
の
償
還
金
相
当
額

を
土
地
取
得
特
別
会
計
に

繰
り
出
し
た
た
め
、
平
成

　

年
度
に
突
出
し
ま
し
た

１３が
、
近
年
は
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
、
老
人
保

健
医
療
特
別
会
計
、
介
護

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

し
が
一
般
会
計
を
強
く
圧

迫
し
て
い
ま
す
。

　

□問
 

財
政
課
�
７
１
５ 

　
０
―
６
０
７
１

新年度予算案を審議中　新年度予算案を審議中

少子高齢化対策など市民生活優先の編成　少子高齢化対策など市民生活優先の編成

　乳幼児医療対策事業や駅前保育施設設置促進事業など、安心し
て子どもが健やかに生まれ育つ環境づくりを推進します。

過
去　

年
間
の
当
初
予
算
の
推
移

１０

対前年度比較平成１８年度
増減率（％）増減額構成比（％）予算額）
１.８４６億４，０００万円　　４７.２５３４７億５，０００万円　　　４

皆減△６，２２８万１千円０.０８６，２２８万１千円

１４.９７１７億３，８３３万２千円１５.７９１１６億１，０７７万５千円４

５.９９３億３，８６９万円　　７.６８５６億４，９９２万円　　　３

△１.２４△１億２，５４７万５千円１３.７２１００億９，４２６万７千円３

△３３.１３△６億５，９１４万円　　２.７１１９億８，９５６万７千円４

１３.８５６億２，８０３万９千円６.１６４５億３，３０１万８千円４

５.４７１８億５，８１６万５千円４６.１４３３９億３，９８２万８千円８

９.９５４億８，３８２万８千円６.６１４８億６，０６９万２千円８
４.０５２９億８，１９９万３千円１００.００７３５億５，０５２万円　　　０

市税�
２１４億６,２３２万５千円�

使用料及び手数料�
６億３５５万円�

繰入金�
２０億１５６万６千円�

０万円�
その他�
７億８,４１９万４千円�

金�
�

※その他（分担金及び負担金・財産収入・寄附金・配当割交付金・
株式等譲渡所得割交付金・交通安全対策特別交付金）�

議会費�
３億８,４４５万３千円�

総務費�
３９億６,３１２万９千円�

衛生費�
４０億７,４６３万２千円�

予備費�
１億円�

民生費�
１０９億３,２８１万８千円�

労働費�
３,１５７万４千円�

予算推移表�

人件費人件費�

投資的経費投資的経費�

公債費公債費�

物件費�

繰出金及び予備費予備費�

扶助費�

助費等補助費等�

投資及投資及び出資金資金・貸付金貸付金�積立金�

人件費�

投資的経費�

公債費�

び予備費�

助費等�

投資及び出資金・貸付金�

Ｈ１４�Ｈ１５�Ｈ１６�Ｈ１７�Ｈ１８�Ｈ１9

度で廃止

（　）　　 第１１３４号５

市
民
と
行
政
の
協
働

　

事
務
事
業
に
市
民
の
提
案
を

投
票
日
は
４
月
８
日

千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

狂
犬
病
予
防
の
集
合
注
射

４
月　

日
か
ら
市
内
各
所
で

１３

アウトソーシング計画

間
で
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

　

提
案
を
募
集
す
る
事
務

事
業
に
つ
い
て
は
、「
事
務

事
業
の
一
覧
表
」
を
３
月

　

日
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

１５ジ
や
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
公
民
館
・
出
張
所
で
公

開
し
ま
す
。

　

な
お
、
提
案
で
き
る
方

　

平
成　

年
３
月
に
策
定

１８

し
た
第
１
次
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
計
画
は
、
こ
れ
ま

で
行
政
が
担
っ
て
き
た
事

務
事
業
に
つ
い
て
、
市
民

と
の
協
働
が
可
能
な
事
務

事
業
を
明
確
化
し
、
市
民

に
よ
る
業
務
参
加
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
実
践
す
る

た
め
、
４
月
か
ら
は
、
成

人
式
企
画
運
営
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
は
じ
め
と
す
る　
１２

事
業
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
諸
団
体
、
民
間
企
業
な

ど
か
ら
事
業
者
を
募
集
し
、

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画

に
基
づ
く
市
民
に
よ
る
業

務
参
加
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
予
定
で
す
。

　

市
民
に
よ
る
業
務 

　

参
加
の
提
案
を
募
集

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
務

事
業
に
加
え
、
質
の
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
た
め
に
は
、
市
民
か
ら

も
業
務
参
加
の
可
能
性
に

つ
い
て
広
く
提
案
を
募 

り
、
市
民
に
よ
る
業
務
参

加
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
法
令
に
よ

り
公
務
員
が
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
務
事
業
な

ど
を
除
く
す
べ
て
の
事
務

事
業
を
公
開
し
、
４
月
１

日
か
ら
６
月
末
ま
で
の
期

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

仕
事
や
旅
行
等
で
投
票

に
行
け
な
い
方
は
、
必
ず

期
日
前
・
不
在
者
投
票
を
。

　

▽
期
間
＝
３
月　

日
�

３１

〜
４
月
７
日
�
▽
時
間
＝

８
時　

分
〜　

時
▽
場
所

３０

２０

＝
市
役
所
１
階
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー

北
部
・
東
部
公
民
館
で 

も
期
日
前
投
票　
　
　

　

北
部
公
民
館
、
東
部
公

民
館
で
も
期
日
前
投
票
や

不
在
者
投
票
が
で
き
ま 

す
。
期
間
お
よ
び
時
間
が

市
役
所
と
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

▽
期
間
＝
４
月
１
日
�

〜
７
日
�
▽
時
間
＝
９
時

〜　

時
▽
場
所
＝
北
部
公

２０
民
館
、
東
部
公
民
館

　

※
入
場
整
理
券
（
届
い

て
い
る
方
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
期
日
前
投
票
、

不
在
者
投
票
と
も
に
、
選

挙
期
日
に
投
票
で
き
な
い

旨
の
宣
誓
書
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

県
内
転
出
者
で
本
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
、
い
ず
れ
か
の

市
区
町
村
で
発
行
す
る 

「
引
き
続
き
県
内
に
住
所

を
有
す
る
証
明
書
」
の
提

示
が
必
要
と
な
り
ま
す

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―
６

１
０
０

　

狂
犬
病
予
防
注
射
を
４

月　

日
か
ら
別
表
の
と
お

１３
り
行
い
ま
す
。

　

犬
は
、
狂
犬
病
予
防
法

に
よ
り
、
一
生
に
一
回
の

登
録
と
毎
年
の
狂
犬
病
予

防
注
射
の
接
種
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録

済
の
飼
い
主
の
方
に
は
、

ご
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
送
付

犬
の
登
録
を
行
う
場
合
は

別
途
登
録
手
数
料
３
０
０

０
円
が
必
要
で
す

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー 

東
葛
飾
支
所
か
ら
の 

お
知
ら
せ　
　
　
　

　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東

葛
飾
支
所
が
行
う
次
の
業

務
の
開
催
日
程
等
が
、
４

月
か
ら
変
更
に
な
り
ま 

す
。

　

飼
い
主
さ
が
し
の
会

　

▽
期
日
＝
毎
月
第
２
水

曜
▽
時
間
＝
①
犬
の
引
き

取
り
希
望
の
方
は　

時　
１３

３０

分
か
ら
講
座
受
講
後
譲
渡

会
②
犬
の
貰
い
手
を
探
し

て
い
る
方
は　

時
ま
で
に

１４

受
け
付
け
▽
場
所
＝
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支

所
（
柏
市
）
▽
費
用
＝
犬

を
貰
い
た
い
方
は
テ
キ
ス

ト
代
５
０
０
円
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

犬
の
正
し
い
飼
い
方
・

し
つ
け
方
教
室
（
基
礎
講

座
）

　

▽
日
時
＝
毎
月
第
４
水

曜　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１６

３０

▽
場
所
＝
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
東
葛
飾
支
所（
柏
市
）

▽
参
加
費
＝
２
５
０
０
円

（
飼
い
犬
同
伴
の
場
合
は

３
５
０
０
円
）
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
東
葛
飾
支
所
へ

　

□問
 

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

東
葛
飾
支
所
�
７
１
９
１

―
０
０
５
０

　

千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４
月
８
日
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
投
票
所
の
場
所
は
、
４

月
初
め
ご
ろ
に
お
手
元
に
届
く
入
場
整
理
券
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

は
、
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
個
人
、
自
治
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
法
人
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
含
む
）
お
よ

び
民
間
企
業
で
す
。

　

事
業
概
要
や
提
案
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事

務
事
業
一
覧
表
に
記
載
の

各
事
業
担
当
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
募
集
や
審
査
な

ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
総

括
的
な
ご
質
問
は
行
政
改

革
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
１
日
付
で

組
織
改
編
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
各
事
業
担
当
課
へ

の
問
い
合
わ
せ
は
、
４
月

１
日
以
降
、
改
編
後
の
組

織
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

組
織
改
編
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
４
月
１
日
号
の

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま 

す
。

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
８

病
院
で
注
射
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

▽
犬
を
登
録
済
み
の
場

合
の
料
金
＝
３
３
５
０
円

（
注
射
料
金
２
８
０
０

円
、
注
射
済
票
交
付
手
数

料
５
５
０
円
）
※
初
め
て

し
ま
し
た
の
で
都
合
の
よ

い
会
場
に
ハ
ガ
キ
を
持
参

の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い 

（
ハ
ガ
キ
を
紛
失
し
た
場

合
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
）。

　

ま
た
、
登
録
さ
れ
た
犬

を
連
れ
て
本
市
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

環
境
保
全
課
で
犬
の
登
録

事
項
変
更
の
手
続
き
を
済

ま
せ
て
か
ら
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
実
施
日
の
う
ち

雨
天
振
替
日
も
中
止
と
な

っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
以

降
集
合
注
射
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
最
寄
り
の
動
物

平成１９年度　狂犬病予防注射日程表

雨天振替日時　間会　場実施日

４月２７日

�

９：１５～１０：１５市民総合体育館広場

４月１３日

�

１０：４５～１１：４５若葉１号緑地

１３：００～１３：４０東初石２号公園（わんぱく公園）

１４：１０～１５：３５運河水辺公園

４月２８日

�

９：３０～１１：３０北部公民館駐車場４月１４日

� １３：３０～１５：３０加１号公園（文化会館北側）

４月２３日

�

９：１５～１０：１５赤城神社

４月１６日

�

１０：４０～１１：５０宮園１号公園

１３：１０～１４：２５南流山中央公園

１４：５０～１５：３５鰭ケ崎２号公園

４月２４日

�

９：１５～１０：００八木南１号公園

４月１７日

�

１０：２５～１１：５０東部近隣公園（日邦紙工側）

１３：１０～１４：１０向小金ふれあい公園

１４：３５～１５：３５松ケ丘公園

４月２５日

�

９：１５～１０：１５平和台２号公園

４月１８日

�

１０：５０～１１：５０
江戸川台西自治会館
（江戸川台１２号公園）

１３：１０～１４：１０江戸川台２号公園

１４：３５～１５：３５東深井地区公園

４月２６日

�

９：２０～１０：３０野々下１号公園

４月１９日

�

１１：００～１１：５０駒木第２こどもの遊び場

１３：１０～１４：１０美田２号公園

１４：４０～１５：３５駒木台２号公園

事務事業の公開�
�
市民からの提案募集�
�
担当部局での提案内容�
の確認�
�
市民による業務参加事�
業の決定および契約方�
法の決定�
�
事業費予算計上�
�
事業者の選考�
�
事業の開始�

○提案募集事業の事業開始までの流れ�

Ｈ１９.３.１５�

Ｈ１９.４.１～�

Ｈ２０.４月以降�

　会計別予算総括表

平成１９年度
区　分

構成比（％予算額
４６.２４３５３億９，０００万円　　一 般 会 計

　　土 地 取 得
特 別 会 計

特
別
会
計

１７.４４１３３億４，９１０万７千円国民健康保
険特別会計

７.８３５９億８，８６１万円　　介 護 保 険
特 別 会 計

１３.０３９９億６，８７９万２千円老人保健医
療特別会計

１.７４１３億３，０４２万７千円

西平井・鰭
ケ崎土地区
画整理事業
特 別 会 計

６.７４５１億６，１０５万７千円公共下水道
特 別 会 計

４６.７８３５７億９，７９９万３千円計

６.９８５３億４，４５２万円　　水道事業会計
１００.００７６５億３，２５１万３千円合 計

図１　一般会計予算歳入�

諸収入�
３億２,４９９万３千円�

地方譲与税�
４億１,０００万円�

利子割交付金�
８,０００万円�

地方消費税交付金�
１１億６,０００万円�

地方特例交付金�
８,９００万円�

地方交付税�
１１億９,０００万円�

国庫支出金�
２５億９,３９０万２千円�

県支出金�
１４億４,３７７万円�

市債�
２３億５,６７０

繰越金
６億円

自動車取得税交付金�
２億９,０００万円�

図２　一般会計予算歳出�

農林水産業費�
１億７,３３５万３千円�

商工費�
２億９,１５３万９千円�

土木費�
５１億４,２３３万１千円�

消防費�
１７億９,７５３万３千円�

教育費�
４４億５,４４３万８千円�

災害復旧費�
１万円�

諸支出金�
１千円�公債費�

４０億４,４１８万９千円�

図３　一般会計予算性質別当初予
１２０億円�

１００億円�

８０億円�

６０億円�

４０億円�

２０億円�

０円�

人件費�

投資的経費�

公債費�

物件費物件費�

繰出金及金及びび予備費�

扶助費扶助費�

補補助費等�

投資及び出資金・貸付金�積立金積立金�

物件費�

繰出金及び

扶助費�

補

積立金�

Ｈ１０�Ｈ１１�Ｈ１２�Ｈ１３�

　※　土地取得特別会計は平成１８年度
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平
成　

年
度
の
予
算
案
は
、
３
年
目
を
迎
え
た

１９

総
合
計
画
下
期
５
か
年
計
画
に
基
づ
き
、
市
政
の

最
重
点
課
題
で
あ
る
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線

整
備
関
連
事
業
や
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
市
民
生

活
と
密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
安
心
安
全
事
業

等
の
堅
持
お
よ
び
拡
充
を
図
り
、
ま
た
、
市
民
生

活
優
先
の
行
財
政
運
営
を
基
本
に
「
流
山
の
可
能

性
を
最
大
限
引
き
出
す
ま
ち
づ
く
り
」「
一
円
ま

で
活
か
す
市
政
」
の
実
現
に
向
け
て
、
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。
平
成　

年
度
の
一
般
会
計
、
特
別

１９

会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会
計
の
予
算
総
額
は
、
別

表
の
と
お
り
で
す
。

人
件
費
約
１
億
６
千
万
円
削
減

校
舎
の
耐
震
改
修
な
ど
に
約
8
億
9
千
万
円

　健康で明るい暮らしづくりのため健康増進事業を
進めます。

一
般
会
計
予
算
歳
入

　

景
気
の
回
復
や
三
位
一

体
改
革
に
よ
る
所
得
税
か

ら
住
民
税
へ
の
税
源
移 

譲
、
定
率
減
税
の
廃
止
等

に
よ
る
市
民
税
の
増
加
な

ら
び
に
新
増
築
家
屋
の
増

加
等
に
よ
る
固
定
資
産
税

の
増
加
に
よ
り
、
市
税
の

大
幅
な
増
収
を
見
込
ん
だ

反
面
、
所
得
譲
与
税
お
よ

び
減
税
補
て
ん
債
の
廃 

止
、
地
方
特
例
交
付
金
お

よ
び
地
方
交
付
税
等
の
大

幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
、
財
政
調

整
積
立
基
金
か
ら　

億
円

１６

を
取
り
崩
し
た
り
、
臨
時

財
政
対
策
債
を　

億
２
千

１２

万
円
発
行
し
て
予
算
を
編

成
し
ま
し
た（
図
１
参
照
）。

一
般
会
計
予
算
歳
出

　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計

画
や
定
員
適
正
化
計
画
を

着
実
に
実
行
す
る
な
ど
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
行
財

政
改
革
の
推
進
に
努
め
、

人
件
費
を
対
前
年
度
比
で

約
１
億
６
千
万
円
削
減
し

ま
し
た
が
、
国
の
少
子
化

対
策
の
一
環
と
し
て
昨
年

に
引
き
続
き
児
童
手
当
額

が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

お
よ
び
市
独
自
の
乳
幼
児

医
療
対
策
事
業
の
拡
充
策

の
継
続
等
に
よ
り
、
扶
助

費
は
約
３
億
円
の
増
と
な

っ
た
ほ
か
、
公
債
費
は
、

平
成　

年
度
に
発
行
し
た

１４

愛
郷
債
（
市
場
公
募
債
）

２
億
円
の
償
還
金
等
に
よ

り
約
２
億
６
千
万
円
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
歳
出
予
算
で
は
民
生

費
の
１
０
９
億
３
２
８
１

万
８
千
円
を
筆
頭
に
、
土

木
費
の　

億
４
２
３
３
万

５１

１
千
円
、
教
育
費
の　

億
４４

５
４
４
３
万
８
千
円
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
２

参
照
）。

　

ま
た
、
医
療
お
よ
び
介

護
給
付
費
の
増
加
に
伴
う

　

図
３
は
、
過
去　

年
間

１０

の
性
質
別
当
初
予
算
の
推

移
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
見
る
と
、
人
件
費
は

着
実
に
減
少
し
、
平
成　
１４

年
度
（
５
年
前
）
と
比
べ

て
約
９
億
５
千
万
円
減
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、

物
件
費
は
、
福
祉
会
館
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
の

管
理
を
指
定
管
理
者
に
委

託
す
る
な
ど
の
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
等
の
影
響
に
よ

り
減
っ
て
い
る
も
の
の
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
老
人
保
健
医
療
特
別

会
計
、
介
護
保
険
特
別
会

計
の
３
会
計
へ
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
出
金
が
平
成

　

年
度
か
ら
毎
年
増
加
と

１７な
っ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
の
主 

１９

な
事
業　
　
　
　

　

平
成　

年
度
の
主
な
事

１９

業
は
、
小
中
学
校
の
校
舎

等
の
大
規
模
改
造
と
建
物

耐
震
改
修
事
業
（
約
８
億

９
千
万
円
）、健
康
都
市
宣

言
に
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
の
中
高

年
･
高
齢
者
ヘ
ル
ス
ア
ッ

プ
事
業
（
約
１
千
６
百
万

円
）、０
歳
か
ら
３
歳
児
ま

で
の
児
童
手
当
拡
充
策
分

（
約
２
億
円
）
を
含
む
児

童
手
当
支
給
事
業
（
約　
１１

億
円
）、乳
幼
児
医
療
対
策

事
業（
約
２
億
６
千
万
円
）

と
し
て
乳
幼
児
医
療
の
助

成
を
３
歳
児
ま
で
か
ら
就

学
前
児
童
ま
で
に
拡
大 

（
拡
大
分
約
１
億
円
）、千

葉
県
が
施
行
す
る
運
動
公

園
周
辺
地
区
及
び
木
地
区

の
土
地
区
画
整
理
事
業
に

対
す
る
負
担
事
業
（
約
４

億
６
千
万
円
）、老
朽
化
し

た
市
民
プ
ー
ル
･
公
民
館

な
ど
の
施
設
の
改
修
事
業

（
約
１
億
円
）な
ど
で
す
。

職
員
の
退
職
不
補
充
に
伴

う
臨
時
職
員
の
増
加
に
よ

り
、
平
成　

年
度
に
は
、

１９

わ
ず
か
な
が
ら
増
加
に
転

じ
ま
し
た
。
公
債
費
は
、

平
成
７
年
度
、
８
年
度
に

借
入
れ
た
減
税
補
て
ん
債

の
借
り
替
え
を
行
っ
た
平

成　

年
度
は
突
出
し
て
い

１６
ま
す
が
、
フ
ラ
ッ
ト
な
線

を
描
い
て
い
ま
す
。
投
資

的
経
費
は
、
平
成　

年
度

１３

か
ら　

年
度
に
か
け
て
、

１５

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
ご
み
焼
却
施
設
の
建

設
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る

影
響
が
出
て
い
ま
す
。
扶

助
費
は
、平
成　

年
度（
５

１４

年
前
）
と
比
べ
て
約　

億
１５

９
千
万
円
増
加
し
、
財
政

的
に
は
、
大
き
な
硬
直
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
繰

出
金
は
、
一
般
廃
棄
物
施

設
用
地
先
行
取
得
に
係
る

地
方
債
の
償
還
金
相
当
額

を
土
地
取
得
特
別
会
計
に

繰
り
出
し
た
た
め
、
平
成

　

年
度
に
突
出
し
ま
し
た

１３が
、
近
年
は
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
、
老
人
保

健
医
療
特
別
会
計
、
介
護

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出

し
が
一
般
会
計
を
強
く
圧

迫
し
て
い
ま
す
。

　

□問
 

財
政
課
�
７
１
５ 

　
０
―
６
０
７
１

新年度予算案を審議中　新年度予算案を審議中

少子高齢化対策など市民生活優先の編成　少子高齢化対策など市民生活優先の編成

　乳幼児医療対策事業や駅前保育施設設置促進事業など、安心し
て子どもが健やかに生まれ育つ環境づくりを推進します。

過
去　

年
間
の
当
初
予
算
の
推
移

１０

対前年度比較平成１８年度
増減率（％）増減額構成比（％）予算額）
１.８４６億４，０００万円　　４７.２５３４７億５，０００万円　　　４

皆減△６，２２８万１千円０.０８６，２２８万１千円

１４.９７１７億３，８３３万２千円１５.７９１１６億１，０７７万５千円４

５.９９３億３，８６９万円　　７.６８５６億４，９９２万円　　　３

△１.２４△１億２，５４７万５千円１３.７２１００億９，４２６万７千円３

△３３.１３△６億５，９１４万円　　２.７１１９億８，９５６万７千円４

１３.８５６億２，８０３万９千円６.１６４５億３，３０１万８千円４

５.４７１８億５，８１６万５千円４６.１４３３９億３，９８２万８千円８

９.９５４億８，３８２万８千円６.６１４８億６，０６９万２千円８
４.０５２９億８，１９９万３千円１００.００７３５億５，０５２万円　　　０

市税�
２１４億６,２３２万５千円�

使用料及び手数料�
６億３５５万円�

繰入金�
２０億１５６万６千円�

０万円�
その他�
７億８,４１９万４千円�

金�
�

※その他（分担金及び負担金・財産収入・寄附金・配当割交付金・
株式等譲渡所得割交付金・交通安全対策特別交付金）�

議会費�
３億８,４４５万３千円�

総務費�
３９億６,３１２万９千円�

衛生費�
４０億７,４６３万２千円�

予備費�
１億円�

民生費�
１０９億３,２８１万８千円�

労働費�
３,１５７万４千円�

予算推移表�

人件費人件費�

投資的経費投資的経費�

公債費公債費�

物件費�

繰出金及び予備費予備費�

扶助費�

助費等補助費等�

投資及投資及び出資金資金・貸付金貸付金�積立金�

人件費�

投資的経費�

公債費�

び予備費�

助費等�

投資及び出資金・貸付金�

Ｈ１４�Ｈ１５�Ｈ１６�Ｈ１７�Ｈ１８�Ｈ１9

度で廃止

（　）　　 第１１３４号５

市
民
と
行
政
の
協
働

　

事
務
事
業
に
市
民
の
提
案
を

投
票
日
は
４
月
８
日

千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

狂
犬
病
予
防
の
集
合
注
射

４
月　

日
か
ら
市
内
各
所
で

１３

アウトソーシング計画

間
で
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

　

提
案
を
募
集
す
る
事
務

事
業
に
つ
い
て
は
、「
事
務

事
業
の
一
覧
表
」
を
３
月

　

日
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

１５ジ
や
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
公
民
館
・
出
張
所
で
公

開
し
ま
す
。

　

な
お
、
提
案
で
き
る
方

　

平
成　

年
３
月
に
策
定

１８

し
た
第
１
次
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
計
画
は
、
こ
れ
ま

で
行
政
が
担
っ
て
き
た
事

務
事
業
に
つ
い
て
、
市
民

と
の
協
働
が
可
能
な
事
務

事
業
を
明
確
化
し
、
市
民

に
よ
る
業
務
参
加
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
実
践
す
る

た
め
、
４
月
か
ら
は
、
成

人
式
企
画
運
営
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
は
じ
め
と
す
る　
１２

事
業
に
つ
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
諸
団
体
、
民
間
企
業
な

ど
か
ら
事
業
者
を
募
集
し
、

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画

に
基
づ
く
市
民
に
よ
る
業

務
参
加
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
予
定
で
す
。

　

市
民
に
よ
る
業
務 

　

参
加
の
提
案
を
募
集

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
務

事
業
に
加
え
、
質
の
高
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
た
め
に
は
、
市
民
か
ら

も
業
務
参
加
の
可
能
性
に

つ
い
て
広
く
提
案
を
募 

り
、
市
民
に
よ
る
業
務
参

加
事
業
を
推
進
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
法
令
に
よ

り
公
務
員
が
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
務
事
業
な

ど
を
除
く
す
べ
て
の
事
務

事
業
を
公
開
し
、
４
月
１

日
か
ら
６
月
末
ま
で
の
期

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

仕
事
や
旅
行
等
で
投
票

に
行
け
な
い
方
は
、
必
ず

期
日
前
・
不
在
者
投
票
を
。

　

▽
期
間
＝
３
月　

日
�

３１

〜
４
月
７
日
�
▽
時
間
＝

８
時　

分
〜　

時
▽
場
所

３０

２０

＝
市
役
所
１
階
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー

北
部
・
東
部
公
民
館
で 

も
期
日
前
投
票　
　
　

　

北
部
公
民
館
、
東
部
公

民
館
で
も
期
日
前
投
票
や

不
在
者
投
票
が
で
き
ま 

す
。
期
間
お
よ
び
時
間
が

市
役
所
と
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

▽
期
間
＝
４
月
１
日
�

〜
７
日
�
▽
時
間
＝
９
時

〜　

時
▽
場
所
＝
北
部
公

２０
民
館
、
東
部
公
民
館

　

※
入
場
整
理
券
（
届
い

て
い
る
方
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
期
日
前
投
票
、

不
在
者
投
票
と
も
に
、
選

挙
期
日
に
投
票
で
き
な
い

旨
の
宣
誓
書
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

県
内
転
出
者
で
本
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
、
い
ず
れ
か
の

市
区
町
村
で
発
行
す
る 

「
引
き
続
き
県
内
に
住
所

を
有
す
る
証
明
書
」
の
提

示
が
必
要
と
な
り
ま
す

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―
６

１
０
０

　

狂
犬
病
予
防
注
射
を
４

月　

日
か
ら
別
表
の
と
お

１３
り
行
い
ま
す
。

　

犬
は
、
狂
犬
病
予
防
法

に
よ
り
、
一
生
に
一
回
の

登
録
と
毎
年
の
狂
犬
病
予

防
注
射
の
接
種
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録

済
の
飼
い
主
の
方
に
は
、

ご
案
内
の
ハ
ガ
キ
を
送
付

犬
の
登
録
を
行
う
場
合
は

別
途
登
録
手
数
料
３
０
０

０
円
が
必
要
で
す

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー 

東
葛
飾
支
所
か
ら
の 

お
知
ら
せ　
　
　
　

　

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東

葛
飾
支
所
が
行
う
次
の
業

務
の
開
催
日
程
等
が
、
４

月
か
ら
変
更
に
な
り
ま 

す
。

　

飼
い
主
さ
が
し
の
会

　

▽
期
日
＝
毎
月
第
２
水

曜
▽
時
間
＝
①
犬
の
引
き

取
り
希
望
の
方
は　

時　
１３

３０

分
か
ら
講
座
受
講
後
譲
渡

会
②
犬
の
貰
い
手
を
探
し

て
い
る
方
は　

時
ま
で
に

１４

受
け
付
け
▽
場
所
＝
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支

所
（
柏
市
）
▽
費
用
＝
犬

を
貰
い
た
い
方
は
テ
キ
ス

ト
代
５
０
０
円
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

犬
の
正
し
い
飼
い
方
・

し
つ
け
方
教
室
（
基
礎
講

座
）

　

▽
日
時
＝
毎
月
第
４
水

曜　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１６

３０

▽
場
所
＝
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
東
葛
飾
支
所（
柏
市
）

▽
参
加
費
＝
２
５
０
０
円

（
飼
い
犬
同
伴
の
場
合
は

３
５
０
０
円
）
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
東
葛
飾
支
所
へ

　

□問
 

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

東
葛
飾
支
所
�
７
１
９
１

―
０
０
５
０

　

千
葉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
４
月
８
日
に
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
投
票
所
の
場
所
は
、
４

月
初
め
ご
ろ
に
お
手
元
に
届
く
入
場
整
理
券
等
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

は
、
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
個
人
、
自
治
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
法
人
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
含
む
）
お
よ

び
民
間
企
業
で
す
。

　

事
業
概
要
や
提
案
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事

務
事
業
一
覧
表
に
記
載
の

各
事
業
担
当
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
募
集
や
審
査
な

ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
総

括
的
な
ご
質
問
は
行
政
改

革
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
４
月
１
日
付
で

組
織
改
編
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
各
事
業
担
当
課
へ

の
問
い
合
わ
せ
は
、
４
月

１
日
以
降
、
改
編
後
の
組

織
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

組
織
改
編
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
４
月
１
日
号
の

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま 

す
。

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
８

病
院
で
注
射
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

▽
犬
を
登
録
済
み
の
場

合
の
料
金
＝
３
３
５
０
円

（
注
射
料
金
２
８
０
０

円
、
注
射
済
票
交
付
手
数

料
５
５
０
円
）
※
初
め
て

し
ま
し
た
の
で
都
合
の
よ

い
会
場
に
ハ
ガ
キ
を
持
参

の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い 

（
ハ
ガ
キ
を
紛
失
し
た
場

合
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
）。

　

ま
た
、
登
録
さ
れ
た
犬

を
連
れ
て
本
市
に
転
入
さ

れ
た
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

環
境
保
全
課
で
犬
の
登
録

事
項
変
更
の
手
続
き
を
済

ま
せ
て
か
ら
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
実
施
日
の
う
ち

雨
天
振
替
日
も
中
止
と
な

っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
以

降
集
合
注
射
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
最
寄
り
の
動
物

平成１９年度　狂犬病予防注射日程表

雨天振替日時　間会　場実施日

４月２７日

�

９：１５～１０：１５市民総合体育館広場

４月１３日

�

１０：４５～１１：４５若葉１号緑地

１３：００～１３：４０東初石２号公園（わんぱく公園）

１４：１０～１５：３５運河水辺公園

４月２８日

�

９：３０～１１：３０北部公民館駐車場４月１４日

� １３：３０～１５：３０加１号公園（文化会館北側）

４月２３日

�

９：１５～１０：１５赤城神社

４月１６日

�

１０：４０～１１：５０宮園１号公園

１３：１０～１４：２５南流山中央公園

１４：５０～１５：３５鰭ケ崎２号公園

４月２４日

�

９：１５～１０：００八木南１号公園

４月１７日

�

１０：２５～１１：５０東部近隣公園（日邦紙工側）

１３：１０～１４：１０向小金ふれあい公園

１４：３５～１５：３５松ケ丘公園

４月２５日

�

９：１５～１０：１５平和台２号公園

４月１８日

�

１０：５０～１１：５０
江戸川台西自治会館
（江戸川台１２号公園）

１３：１０～１４：１０江戸川台２号公園

１４：３５～１５：３５東深井地区公園

４月２６日

�

９：２０～１０：３０野々下１号公園

４月１９日

�

１１：００～１１：５０駒木第２こどもの遊び場

１３：１０～１４：１０美田２号公園

１４：４０～１５：３５駒木台２号公園

事務事業の公開�
�
市民からの提案募集�
�
担当部局での提案内容�
の確認�
�
市民による業務参加事�
業の決定および契約方�
法の決定�
�
事業費予算計上�
�
事業者の選考�
�
事業の開始�

○提案募集事業の事業開始までの流れ�

Ｈ１９.３.１５�

Ｈ１９.４.１～�

Ｈ２０.４月以降�

　会計別予算総括表

平成１９年度
区　分

構成比（％予算額
４６.２４３５３億９，０００万円　　一 般 会 計

　　土 地 取 得
特 別 会 計

特
別
会
計

１７.４４１３３億４，９１０万７千円国民健康保
険特別会計

７.８３５９億８，８６１万円　　介 護 保 険
特 別 会 計

１３.０３９９億６，８７９万２千円老人保健医
療特別会計

１.７４１３億３，０４２万７千円

西平井・鰭
ケ崎土地区
画整理事業
特 別 会 計

６.７４５１億６，１０５万７千円公共下水道
特 別 会 計

４６.７８３５７億９，７９９万３千円計

６.９８５３億４，４５２万円　　水道事業会計
１００.００７６５億３，２５１万３千円合 計

図１　一般会計予算歳入�

諸収入�
３億２,４９９万３千円�

地方譲与税�
４億１,０００万円�

利子割交付金�
８,０００万円�

地方消費税交付金�
１１億６,０００万円�

地方特例交付金�
８,９００万円�

地方交付税�
１１億９,０００万円�

国庫支出金�
２５億９,３９０万２千円�

県支出金�
１４億４,３７７万円�

市債�
２３億５,６７０

繰越金
６億円

自動車取得税交付金�
２億９,０００万円�

図２　一般会計予算歳出�

農林水産業費�
１億７,３３５万３千円�

商工費�
２億９,１５３万９千円�

土木費�
５１億４,２３３万１千円�

消防費�
１７億９,７５３万３千円�

教育費�
４４億５,４４３万８千円�

災害復旧費�
１万円�

諸支出金�
１千円�公債費�

４０億４,４１８万９千円�

図３　一般会計予算性質別当初予
１２０億円�

１００億円�

８０億円�

６０億円�

４０億円�

２０億円�

０円�

人件費�

投資的経費�

公債費�

物件費物件費�

繰出金及金及びび予備費�

扶助費扶助費�

補補助費等�

投資及び出資金・貸付金�積立金積立金�

物件費�

繰出金及び

扶助費�

補

積立金�

Ｈ１０�Ｈ１１�Ｈ１２�Ｈ１３�

　※　土地取得特別会計は平成１８年度
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使
用
で
き
る
区
域
が
拡
大

使
用
で
き
る
区
域
が
拡
大

区
域
確
認
な
ど

日
ま
で
縦
覧

区
域
確
認
な
ど　

日
ま
で
縦
覧

２９２９

平成１９年度

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数

前
回
比
２
５
１
人
増

前
回
比
２
５
１
人
増

公共下水道

４月のポリオ予防接種
【会場・日時】　別表のとおり
【対　　　象】　生後３カ月～７歳６カ月未満児
【申し込み】　母子健康手帳、予診票を持参の上、当日直接

会場へ
　※体調が悪い場合には接種を受けられないこともありま
すので、体調の良いときに受けてください

　

【献血にご協力を】
　▽日時＝３月１５日�１３時～１６時▽場所＝ＪＡ流山市流山
支店▽献血できる方＝１６歳～６９歳の健康な方（６５歳以上の
方は、６０歳から６４歳までに献血経験のある方）※献血カー
ドまたは手帳をお持ちの方は持参
　□問 保健センター�７１５４－０３３１

受付時間４月の実施日会　場

１３時１５分～１４時１５分

（接種開始は１３時３０分～）

１２日�、１６日�、１９日�保健センター
１７日�文化会館
１３日�、１８日�南流山センター
２０日�東部公民館

　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く

３
月
１
日
現
在
の
選
挙
人

名
簿
の
登
録
者
数
は
、　
１２

万
６
６
５
９
人
（
前
回
比

２
５
１
人
増
）
で
す
。

　

男
女
別
で
は
、
男
が
６

万
２
８
１
４
人
、
女
が
６

万
３
８
４
５
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
人
名
簿
の
登

録
は
、
正
確
な
有
権
者
数

を
把
握
す
る
た
め
、
年
４

回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―
６

１
０
０

　

固
定
資
産

課
税
台
帳

�

　

の
閲
覧
・
縦
覧

４
月
２
日
か
ら
資
産
税
課
で

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
学
生
で
、
収
入
が
無

い
た
め
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
場
合
は
、
学
生
納

付
特
例
制
度
の
申
請
手
続

き
を
す
る
と
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
２
日
か
ら
、
平
成

　

年
度
分
の
申
請
を
随
時

１９受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、

平
成　

年
度
に
申
請
し
た

１８

方
も
、
平
成　

年
度
分
に

１９

つ
い
て
改
め
て
申
請
が
必

要
で
す
。

　

▽
対
象
と
な
る
方
＝
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下 

で
、
高
等
学
校
、
大
学

（
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

専
門
学
校
、
専
修
学
校
な

ど
に
在
学
の
方
※
日
本
の

　

公
共
下
水
道
を
使
用
で

き
る
区
域
（
供
用
開
始
区

域
）
が
、
新
た
に
広
が
り

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
ご
自

分
の
住
ん
で
い
る
区
域
が

供
用
開
始
区
域
か
ど
う
か

を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
き
ょ
う　

日
か
ら
縦

１５

覧
を
行
い
ま
す
。
供
用
開

始
区
域
内
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
供
用
開
始
の
日
か

ら
１
年
以
内
（
汲
み
取
り

ト
イ
レ
は
３
年
以
内
）に
、

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
公
共
下
水
道

に
接
続
さ
れ
る
こ
と
で
、

道
路
の
側
溝
に
は
雨
水
の

学
校
に
限
る
▽
申
請
場
所

＝
国
保
年
金
課
ま
た
は
出

張
所
の
窓
口
※
郵
送
に
よ

る
手
続
き
も
可
▽
手
続
き

に
必
要
な
も
の
＝
①
学
生

証
（
写
し
可
。
た
だ
し
、

有
効
期
限
が
分
か
る
部
分

も
併
せ
て
提
出
）
ま
た
は

在
学
証
明
書
（
平
成　

年
１９

４
月
１
日
以
降
発
行
の
も

の
）
②
年
金
手
帳
ま
た
は

基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で

き
る
も
の
③
印
か
ん
（
代

理
申
請
さ
れ
る
方
の
み
）

④
会
社
退
職
後
学
生
に
な

る
方
で
、
前
年
所
得
が
１

１
８
万
円
を
超
え
る
場
合

は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
（
雇
用
保

険
被
保
険
者
資
格
喪
失
確

認
通
知
書
）
※
郵
送
で
手

続
き
す
る
場
合
は
、
申
請

書
と
前
記
①
の
写
し
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
（
④
に

該
当
す
る
方
は
、
申
請
書

と
前
記
①
④
の
写
し
を
同

封
）

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
１
１
０

み
が
流
れ
、
地
域
環
境
の

美
化
に
役
立
つ
と
と
も 

に
、
川
や
海
な
ど
の
浄
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
公

共
下
水
道
の
役
割
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
早
め
の
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
へ
の
切
り

替
え
工
事
の
助
成
制
度
と

し
て
、「
水
洗
便
所
融
資
あ

っ
せ
ん
及
び
利
子
補
給
制

度
」
を
設
け
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
共
下
水
道
へ

の
切
り
替
え
工
事
は
、
市

が
指
定
し
た
下
水
道
工
事

店
し
か
工
事
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
で
に
供
用
開

始
区
域
に
お
住
ま
い
の
方

は
、
早
め
に
接
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

▽
縦
覧
期
間
＝
３
月　
１５

日
�
〜　

日
�
（
土
・
日

２９

曜
、
祝
日
を
除
く
）
▽
時

間
＝
８
時　

分
〜　

時
▽

３０

１７

場
所
＝
下
水
道
業
務
課

　

【
３
月　

日
供
用
開
始

３１

区
域
】

　

大
字
東
深
井
字
宿
東
・

字
宿
西
、西
初
石
１
・
２
・

５
・
６
丁
目
、
大
字
西
平

井
字
中
堤
・
字
堂
面
・
字

大
境
・
字
四
斗
蒔
、
大
字

鰭
ケ
崎
字
高
田
・
字
谷
津
、

市
野
谷
字
宮
尻
、
野
々
下

３
丁
目
、松
ケ
丘
１
・
２
・

４
丁
目
、
前
ケ
崎
字
九
反

歩
・
字
出
し
山
・
字
八
ツ

内
、
十
太
夫
、
駒
木
字
中

溜
上
の
各
一
部

　

【
４
月
１
日
供
用
開
始

区
域
】

　

大
字
東
深
井
字
甲
・
字

水
辺
、
西
初
石
２
丁
目
、

大
字
三
輪
野
山
字
北
浦
、

松
ケ
丘
５
丁
目
、十
太
夫
、

東
初
石
６
丁
目
の
各
一
部

　

□問
 

下
水
道
業
務
課
�
７

１
５
０
―
６
０
９
６

　

「
固
定
資
産
課
税
台

帳
」
の
閲
覧
は
、
自
己
所

有
の
固
定
資
産
の
課
税
内

容
を
確
認
す
る
上
で
大
変

重
要
な
も
の
で
す
。特
に
、

昨
年
中
に
土
地
や
家
屋
の

所
有
権
移
転
（
売
買
、
相

続
、
贈
与
な
ど
）
や
家
屋

の
新
・
増
築
、取
り
壊
し
等

を
し
て
い
る
場
合
は
、
こ

の
機
会
に
所
有
物
件
の
課

税
状
況
を
確
認
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
（
土
地
の
所
在
、
地
番
、

地
目
、
地
積
、
評
価
額
を

記
載
）」
お
よ
び
「
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
（
家
屋
の

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

構
造
、
床
面
積
、
評
価
額

を
記
載
）」
の
縦
覧
で
は
、 

自
己
所
有
以
外
の
土
地
や

家
屋
の
価
格
（
評
価
額
）

を
縦
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

【
固
定
資
産
課
税
台
帳

の
閲
覧
】

　

▽
閲
覧
期
間
／
時
間
＝

４
月
２
日
�
〜
平
成　

年
２０

３
月　

日
�
（
土
・
日
曜
、

３１

祝
日
等
を
除
く
）
／
９
時

〜　

時
▽
場
所
＝
資
産
税

１７
課
▽
閲
覧
で
き
る
方
＝
①

納
税
義
務
者
②
納
税
義
務

者
か
ら
委
任
を
受
け
た
方 

（
同
居
の
親
族
、
納
税
管

理
人
、代
理
人
）③
借
地
・

借
家
人
▽
料
金
＝
３
０
０

円
※
た
だ
し
、
４
月
２
日

〜
５
月
１
日
は
無
料
（
借

地
・
借
家
人
を
除
く
）

　

【
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
】

　

▽
縦
覧
期
間
／
時
間
＝

４
月
２
日
�
〜
５
月
１
日

�
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を

除
く
）
／
９
時
〜　

時
▽

１７

縦
覧
場
所
＝
資
産
税
課
▽

縦
覧
で
き
る
方
＝
①
納
税

者
②
納
税
者
か
ら
委
任
を

受
け
た
方（
同
居
の
親
族
、

納
税
管
理
人
、
代
理
人
）

▽
料
金
＝
無
料

　

※
「
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
閲
覧
」、「
土
地
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦

覧
」
の
際
は
、「
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の
」、「
納
税

通
知
書
（
代
理
人
の
場
合

は
委
任
状
、
借
地
・
借
家

人
の
場
合
は
賃
貸
借
契
約

書
が
必
要
）」な
ど
を
ご
持

参
く
だ
さ
い

　

課
税
資
産
の
明
細
書
を

送
付

　

市
で
は
、
税
の
信
頼
性

確
保
と
課
税
誤
り
の
防
止

の
た
め
、
固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
に
固
定
資
産

課
税
台
帳
と
同
じ
内
容
の

課
税
資
産
の
明
細
書
を
添

付
し
て
い
ま
す
。
平
成　
１９

年
度
の
納
税
通
知
書
（
４

月
２
日
�
発
送
予
定
）
が

送
付
さ
れ
た
ら
、
再
度
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

資
産
税
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
４

学
生
の
納
付
特
例
制
度

学
生
の
納
付
特
例
制
度

４
月
２
日
か
ら
受
け
付
け

４
月
２
日
か
ら
受
け
付
け 　地域環境の美化、川や海の浄化のため、 

公共下水道に接続を。

国民年金

リーフレットの訂正とお詫び

　ことし１月、自治会を通じて、リーフ

レット「あなたの所得税・住民税が変わ

ります。」を配布しましたが、リーフレ

ット中の「○住民税の老年者非課税措置

が廃止されましたが、経過措置がとられ

ています。」の「モデルケース　７０歳独

身・年金収入２００万円（年額）」の図中、

「平成１８年度」の計算式に「（住民税－

定率減税×２／３）」とあるのは、「（住

民税－定率減税）×２／３」の誤りでし

た。お詫びして訂正します。

　□問 市民税課�７１５０－６０７３

ごみ収集曜日カレンダーを配布ごみ収集曜日カレンダーを配布
　平成１９年度版「ごみ収集曜日カレンダー」を作成し、自治会を通じ
て配布します。また、各公民館窓口でもお受け取りになれるほか、
市ホームページからもダウンロードできますのでご利用ください。

家庭ごみの収集ルートを変更家庭ごみの収集ルートを変更
　市では、ごみ収集の効率化等を図るため、家庭ごみの収集ルート
を見直しました。このことに伴い、４月１日から一部の地区で収集
時間が変わりますのでご協力をお願いします。
　なお、変更となる地区など詳細については、３月中に自治会を通
じてお知らせする予定です。

ごみの出し方　ここがポイント 

スプレー缶は「危険ごみ」スプレー缶は「危険ごみ」
　ごみ運搬中の収集車両から、スプレー缶に残っていたガスが原因
と思われる火災事故が発生しました。スプレー缶は、①必ず中身を
使い切り、②内容が確認できる透明性を有する袋に入れ、③決めら
れた日に「危険ごみ」として排出してください。
　□問 クリーン推進課�７１５７－７４１１
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第１１３４号（　）　　　平成１９年３月１５日（木曜日）７

★印のあるものは市主催のものです 

�
　

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
作
る

簡
単
ソ
ー
セ
ー
ジ
（
健
康

づ
く
り
推
進
員
５
ブ
ロ
ッ

ク
主
催
）

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�

２８

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
東

１０

１３

部
公
民
館
▽
対
象
／
定
員

＝
市
内
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
／　

組
（
先
着
順
）

１２

▽
参
加
費
＝
４
０
０
円

（
材
料
代
）
▽
持
ち
物
＝

エ
プ
ロ
ン
、
頭
を
お
お
う

も
の
、
ふ
き
ん
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

講
座（
指
定
管
理
者
主
催
）

　

①
や
さ
し
い
英
語
講
座

　

▽
期
日
＝
４
月
９
日
〜

６
月　

日
の
毎
週
月
曜
▽

１８

時
間
＝　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

▽
場
所
＝
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
▽
定
員
＝
各
回　

人
２０

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝

１
回
５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
等
）

　

②
や
さ
し
い
デ
ジ
カ
メ

講
座

　

▽
期
日
＝
４
月
６
日
�

・　

日
�
・　

日
�
・　

１３

２０

２７

講
座
・
講
演

日
�
▽
時
間
＝　

時
〜　

１０

１２

時
▽
場
所
＝
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
▽
定
員
＝
各
回　
２０

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費

＝
１
回
１
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
等
）

　

【
申
し
込
み
】

　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス（
講
座
名
、住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
）

で
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

／
�
７
１
５
９
―
６
６
３

９
　

名
都
借
将
棋
教
室
（
指

定
管
理
者
主
催
）

　

▽
期
日
＝
４
月
７
日
�

・　

日
�
※
以
降
毎
月
第

１５
１
土
曜
、
第
３
日
曜
に
開

催
▽
時
間
＝
９
時
〜　

時
１７

▽
場
所
＝
名
都
借
福
祉
会

館
▽
対
象
＝
将
棋
の
初
心

者
※
親
子
で
参
加
も
歓
迎

▽
参
加
費
＝
１
回
１
０
０

円
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で

名
都
借
福
祉
会
館
へ

　

□問
 

名
都
借
福
祉
会
館
�

７
１
４
４
―
５
５
１
０

�
　

★
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

作
品
展

　

▽
期
間
＝
３
月　

日
�

１５

展　
　

示

〜　

日
�
▽
時
間
＝
９
時

１８
〜　

時　

分
（　

日
は　

１６

３０

１５

１３

時
か
ら
、　

日
は　

時
ま

１８

１５

で
）
▽
場
所
＝
初
石
公
民

館
▽
内
容
＝
同
セ
ン
タ
ー

講
座
受
講
者
に
よ
る
水
墨

画
、
手
芸
、
盆
栽
、
陶
芸

の
作
品
展
示
▽
入
場
料
＝

無
料
※
自
由
に
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す

　

□問
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
２
―
２
３
７
３

�
　

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

▽
期
日
＝
６
月　

日
�

１０

▽
場
所
＝
日
本
大
学
生
産

工
学
部
津
田
沼
校
舎
（
習

志
野
市
）
▽
申
し
込
み
＝

市
消
防
本
部
予
防
課
、
各

消
防
署
に
あ
る
申
請
書
に

必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

４
月　

日
�
〜　

日
�

１１

１９

（
９
時
〜　

時　

分
）
に

１６

３０

予
防
課
へ
持
参

　

【
受
験
者
対
象
の
講
習

会
（
希
望
者
の
み
）】

　

▽
期
日
＝
５
月　

日
�

１１

▽
場
所
＝
柏
商
工
会
議
所

（
柏
市
）
▽
参
加
費
＝
３

５
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
あ
り
）
▽
申
し
込
み

＝
４
月　

日
�
〜　

日
�

１１

１９

に
予
防
課
で
受
け
付
け

　

□問
 

予
防
課
�
７
１
５
８

―
０
２
７
０

　

★
市
臨
時
職
員
（
保
育

士
・
児
童
指
導
員
）
の
募

集
　

▽
勤
務
場
所
＝
つ
ば
さ

学
園
（
駒
木
台
）
▽
勤
務

内
容
＝
障
害
を
持
つ
児
童

の
指
導
▽
雇
用
期
間
＝
４

資
格
・
求
人

月
２
日
〜
平
成　

年
３
月

２０

　

日
▽
勤
務
日
＝
月
〜
金

３１曜
（
祝
日
、
夏
季
・
冬
季

・
春
季
休
園
期
間
を
除
く
）

▽
勤
務
時
間
＝
８
時　

分
３０

〜　

時
▽
時
間
給
＝
１
０

１７
０
０
円
（
交
通
費
別
途
支

給
、
手
当
・
社
会
保
険
あ

り
）
▽
申
し
込
み
＝
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
〒
２
７
０
―
０
１
１

３
流
山
市
駒
木
台
２
２
１

―
３
つ
ば
さ
学
園
へ
郵
送

※
書
類
選
考
の
上
、
面
接

日
時
を
連
絡
し
ま
す

　

□問
 

つ
ば
さ
学
園
�
７
１

５
４
―
４
８
２
２

　

学
童
保
育
所
の
指
導
員

募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
山
び
こ

ル
ー
ム
（
十
太
夫
）
▽
勤

務
内
容
＝
八
木
北
・
小
山

小
１
〜
３
年
生
の
放
課
後

保
育
▽
勤
務
時
間
＝
月
〜

金
曜
（　

時
〜　

時　

１４

１８

３０

分
）、
土
曜
（
８
時
〜　
１７

時
）、
学
校
休
業
日
（
８
時

〜　

時　

分
）
の
う
ち
１

１８

３０

日
４
〜
５
時
間
程
度
▽
応

募
資
格
＝
週
３
〜
５
日
勤

務
で
き
る　

歳
位
ま
で
の

５５

方
▽
時
間
給
＝
８
３
０
円

（
試
用
期
間
は
８
０
０
円
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

山
び
こ
ル
ー
ム
�
７

１
５
２
―
２
２
３
１

�
　

★
景
観
計
画
策
定
委
員

会
　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�

２０

　

時
〜
※
傍
聴
受
付
は　

１４

１３

時　

分
〜
▽
場
所
＝
生
涯

５０ 施
策
会
議　
傍聴可

学
習
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝

市
景
観
計
画
素
案
の
検
討

に
つ
い
て
ほ
か

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

　

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
審
議

会
　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�

２２

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市

１３

３０

役
所
▽
内
容
＝
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
図
る

対
応
策
に
つ
い
て

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

　

★
行
財
政
改
革
審
議
会

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�

２９

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４▽
内
容
＝
平
成　

年
度
行

１９

財
政
改
革
審
議
会
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
８

　

第
４
回
「
政
令
指
定
都

市
問
題
研
究
会
」（
東
葛
広

域
行
政
連
絡
協
議
会
主

催
）

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�

２７

　

時
〜
※
傍
聴
受
付
は　

１４

１３

時　

分
〜
（
先
着　

人
）

３０

２０

▽
場
所
＝
流
山
市
役
所

　

□問
 

企
画
政
策
課
�
７
１

５
０
―
６
０
６
４

�
　

★
再
生
品
の
販
売

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
で
は
、
粗
大
ご

み
と
し
て
出
さ
れ
た
自
転

車
や
家
具
を
修
理
再
生 

し
、安
価
で
販
売
し
ま
す
。

　

①
再
生
自
転
車

　

▽
申
込
期
間
＝
３
月　
１５

日
�
〜　

日
�
（
祝
日
を

２９ そ
の
他

除
く
）
▽
受
付
時
間
＝
９

時
〜　

時
▽
申
込
資
格
＝

１７

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
で
１
世
帯
１
点
※
過

去
に
当
選
し
た
世
帯
の
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
▽
申

し
込
み
＝
申
込
期
間
中
に

直
接
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

・
プ
ラ
ザ
館
窓
口
へ
（
多

数
抽
選
、
結
果
は
当
選
者

の
み
通
知
）

　

②
再
生
家
具

　

再
生
家
具
は
先
着
順
で

販
売
し
て
い
ま
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で

１
世
帯
１
カ
月
１
点
ま
で

　

※
自
転
車
、
家
具
の
引

き
取
り
・
運
搬
は
各
自
で

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
感

謝
祭（
指
定
管
理
者
主
催
）

　

▽
期
日
＝
３
月　

日
�

１７

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

１８

１０

〜　

時
▽
場
所
＝
生
涯
学

１９
習
セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
施

設
利
用
者
に
よ
る
バ
ン
ド

演
奏
や
歌
、
ダ
ン
ス
等
の

発
表
▽
入
場
料
＝
無
料
※

自
由
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

　

八
木
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
区
合
同
講
座
発
表
会

（
同
地
区
運
営
連
絡
会
議

主
催
）

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�

２５

９
時　

分
〜　

時　

分
▽

３０

１５

３０

場
所
＝
県
立
養
護
学
校
流

山
高
等
学
園
▽
内
容
＝
地

区
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
発
表
（
舞
踊
、
書

　江戸川八十八ケ所を歩く（旧流山地区）＝３月１７日�９
時～１２時３０分、ＪＲ武蔵野線南流山駅北口集合・解散。

参加費無料□問 中村�７１５４－１３６２
　日本春蘭展示会（春蘭友の会主催）＝３月２１日�１０時～１７

時、東谷自治会館。入場料無料□問 秋葉�７１５８－２７６９
　流山市の中学教育を考える会（弁護士　西山明行氏の講
演等）（流山市教育思考会主催）＝３月２４日�１３時～１５時３０

分、森の図書館。参加費無料□問 日��７１５４－０６４９
　無料オカリナ　プチ体験（音楽の陽だまり主催）＝３月
３０日�１３時～１４時３０分、生涯学習センター※要申し込み。

楽器はお貸しします□問 伊藤�７１５２－１８７１
　流山市テニス団体戦（流山市体育協会テニス部主催）
＝４月８日・１５日・２２日の日曜、市総合運動公園テニス

場。参加費１チーム６，０００円※申込締め切り３月２５日□問 秋

元�７１５４－５６０６
　景観フォトコンテスト（流山景観デザイン研究会主催、
市・市教委後援）＝５月２日�～１０日�９時～２１時、生
涯学習センター。入場料無料※作品募集（３月１５日～４

月２０日、１，０００円）□問 島田�７１５９－９６０１

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

イ ベ ン ト

道
、
民
謡
、
油
絵
、
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
）
▽
入
場
料
＝

無
料
※
自
由
に
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

　

ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏
斎

場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
�
午
前
８
時

　

分
か
ら
、
火
葬
等
の
仮

３０予
約
の
受
付
業
務
を　

時
２４

間
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、

受
付
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
実
施
の
た
め
、
毎

日
午
前
３
時
か
ら
午
前
４

時
ま
で
の
間
は
受
付
業
務

を
停
止
し
ま
す
。

　

□問
 

ウ
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
柏

斎
場
�
７
１
３
１
―
６
６

４
９

　

史
跡
巡
り
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
（
指
定
管
理
者
主
催
）

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�

２９

９
時
〜　

時
※
雨
天
中
止

１２

▽
集
合
場
所
／
時
間
＝
Ｊ

Ｒ
北
小
金
駅
北
口
／
９
時

▽
コ
ー
ス
＝
東
漸
寺
―
本

土
寺
―
前
ケ
崎
城
址
―
清

瀧
院
―
名
都
借
福
祉
会
館

※
昼
食
後
、
現
地
解
散
▽

定
員
＝　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
参
加
費
＝
１
０
０
０
円

（
食
事
代
、保
険
料
含
む
）

▽
持
ち
物
＝
運
動
靴
、
軽

装
、
タ
オ
ル
な
ど
▽
申
し

込
み
＝
３
月　

日
ま
で
に

２４

名
都
借
福
祉
会
館
窓
口
へ

　

□問
 

名
都
借
福
祉
会
館
�

７
１
４
４
―
５
５
１
０

第２２７回サロンコンサート 
�♪　今月は３０日に　�♪

　▽日時＝３月３０日�１２時１５分～▽場所＝市役所市民ギャラリ
ー▽テーマ＝流山市制施行４０周年記念コンサートＶｏｌ．１「皆様と
共に１９年！」（皆様からのリクエスト曲で構成）▽曲目＝①軍隊
行進曲②からたちの花③初恋④花の歌⑤Ｇ線上のアリア⑥アヴ
ェ・マリア⑦セレナーデ⑧ノクターン　作品９－２⑨流山市民の歌
▽出演＝流山市音楽家協会（お話と演奏）
　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境保全課�７１５０－６０８３

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ月を要することか
ら結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ８６,５０８台４３,４４０台４３,０６８台

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１９年１月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目
８３６２２時　間①騒音　
０（０）２（０）７（０）０（０）日②ＮＯ２　　
無無無無有　無③ＳＰＭ　

クリーンセンター大気質環境測定結果　（平成１８年１２月、平成１９年１月）
測定数値　保証数値法・条例に

よる規制値項　　　目

１以下１月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

８以下１月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

２以下１月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下１月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.００５以下１月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.０００４２以下１２月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）
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平成１９年３月１５日（木曜日）　　　（　）８第１１３４号
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�
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�

　自分のペースで体を動かしてみませんか

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

高校開放講座

家族で学ぶ野菜づくり
専門家の指導で土に親しもう

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

　

捨
て
か
ね
し
が
ら
く
た
と
寝
て
年
迎
ふ 

東　

深　

井 

福
原　

一
男

　

綿
虫
や
日
向
い
く
つ
か
通
り
過
ぎ 

富
士
見
台 

後
閑　

達
雄

　

梅
匂
う
酒
蔵
近
し
利
根
運
河 

向　

小　

金 

相
川　
　

豊

　

熱
燗
や
女
将
の
も
ら
す
裏
ば
な
し 

美　
　
　

田 

清
水　
　

明

　

子
の
歓
声
四
日
の
湯
屋
の
賑
は
へ
り 

野　

　々

下 

大
野　

和
子

【
評
】
一
句
目　

物
書
き
や
多
趣
味
の
人
々
は
種
々
の
雑
物
を
身
近
に
置
く
。
そ
れ

が
如
何
に
も
他
人
か
ら
は
が
ら
く
た
に
見
え
、
本
人
ま
た
そ
の
事
を
了
と
し
て
楽
し

み
な
が
ら
悠
然
と
年
迎
え
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
二
句
目　

綿
虫
の
地
上
に
至
る

ゆ
ら
ぎ
の
写
生
句
で
あ
る
。
確
と
し
た
視
線
か
ら
自
然
の
運
行
を
冷
静
に
と
ら
え
、

句
に
調
べ
と
流
れ
を
見
せ
る
。
三
句
目　

運
河
辺
り
の
梅
日
和
。
酒
蔵
近
く
に
は
梅

林
が
あ
り
、
酒
の
香
り
と
梅
の
香
り
の
饗
宴
が
味
わ
え
る
。
四
句
目　

俳
句
の
ち
ょ

っ
と
い
い
景
で
あ
る
。
話
の
中
味
は
と
も
か
く
、
女
将
と
の
雑
談
の
中
か
ら
耳
に
し

た
耳
寄
り
の
話
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
五
句
目　

新
年
四
日
の
句
は
珍
し
い
。
場
を
湯

屋
と
古
典
的
に
言
っ
て
雰
囲
気
が
一
気
に
子
等
の
世
界
に
な
っ
た
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

手
の
甲
の 
皺 
の
深
き
を
摘
み
上
げ
是
も
非
も 
遇  
語 
い
ま
を
よ
し
と
す

し
わ 

ぐ
う 
ご

 

若
葉
台 

舟
橋　

房
子

兄
の
孫
の
選
び
て
呉
れ
し
赤
き
手
袋
六
年
過
ぎ
る
も 
温 
く
鮮
や
か

ぬ
く

 

鰭
ヶ
崎 

浅
井　

房
代

久
し
振
り
の
電
話
の
声
よ
ふ
る
さ
と
に
喜
ぶ
姉
が 
卆  
寿 
む
か
え
る

そ
つ 
じ
ゅ

 

東
深
井 

石
川　

正
義

【
評
】
舟
橋
氏　

直
接
「
手
の
甲
の
皺
」
の
実
態
に
触
れ
て
、
そ
の
気
が
か
り
な
も
の
に

執
着
し
な
が
ら
、
相
語
る
こ
と
に
よ
り 
顕  
著 
に
表
現
し
、
納
得
す
る
が
一
抹
の
寂
し
さ
は

け
ん 
ち
ょ

内
包
さ
れ
、「
い
ま
を
よ
し
と
す
」
の
集
約
に
余
韻
が
あ
る
。
浅
井
氏　

兄
孫
の
選
ば
れ
た

手
袋
赤
い
色
は
六
年
を
経
て
も
健
在
で
色
落
も
な
く
、
愛
用
品
で
あ
る
。
上
句
手
袋
と
い

う
物
品
か
ら
温
も
り
を
感
得
す
る
下
句
へ
の
展
開
は
〈
物
と
心
〉
が
一
体
と
な
り
見
事
で

あ
る
。
手
袋
を
媒
体
と
し
て
の
絆
、
身
め
ぐ
り
は
清
澄
で
韻
律
は
光
っ
て
い
る
。
石
川
氏

　

卆
寿
を
迎
え
ら
れ
る
姉
の
電
話
の
声
に
万
感
の
思
い
が
集
約
さ
れ
て
の
感
慨
で
あ
る
。

高
齢
者
の
一
年
一
年
は
人
生
を
積
み
上
げ
て
ず
し
り
と
重
い
。
言
葉
を
越
え
た
姉
弟
の
独

自
の
世
界
は
尊
い
。

短歌詩

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　
　
　

詩
二
題　
　
　

平

和

台　
　

赤
塚　
　

祐
　

地
球
温
暖
化

冬
来
た
れ
ば　

春
近
し　

の
言
葉
は　

通
じ
な
い

秋
か
ら
冬
を
越
え
て　

春
の
気
候

人
も
冬
の
装
い
も
軽
く　

商
店
の
冬
物
は
低
調
な
売
れ
行
き

家
の
犬
も　

二
月
に
入
っ
て
衣
替
え

野
山
の
花
は　

十
日
か
ら
二
十
日
早
く
咲
き

小
鳥
の
鳴
き
声
も　

い
っ
そ
う
大
き
く
聞
こ
え

子
供
た
ち
の
活
発
な
遊
び
も　

目
立
つ

こ
れ
も
人
災
か　

国
も
国
民
も
し
っ
か
り
受
け
止
め
よ
う

新
居

住
み
な
れ
た
家　

通
い
な
れ
た
道
に

心
と
足
は
向
か
い　

は
っ
と
し
て
戻
る
こ
と
あ
り

隣
人
の
厚
情
に
包
ま
れ
た
思
い
出
の
家
を
背
に

帰
る
べ
き
新
居　

新
た
な
町
の
一
角
に

心
の
明
か
り
を
灯
し
た
い

【評】身近な題材から言葉をつむぎ、みずからに言い聞かせる
ように心に語りかけている詩だ。水面を波立たせる風のように
過ぎていく一日、心は揺れ動いて、穏やかな時が続くことを祈
らずにはいられない。命の不思議さと切なさを諦念のように受
け入れようと、移ろう事象を見つめている老いの眼差しが、淡
々とした口調の中に感じられて、思わず口元をゆるめてしまう。

　

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
障
害
を
持
つ

方
を
対
象
に
し
た
各
種
講

座
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
関
心
が
あ
る
方
を
対

象
に
し
た
手
話
や
点
訳
の

講
座
を
行
い
ま
す
。

�
　

４
月
か
ら
来
年
３
月
に

行
わ
れ
る
各
種
講
座
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

各
種
講
座

　

市
教
育
委
員
会
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー

ダ
ー
会
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
気
軽
に
楽
し
め
る

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
軽
ス
ポ
ー

ツ
の
会
を
開
催
し
ま
す
。

�
　

市
内
５
会
場
の
お
花
見

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー

ツ
の
つ
ど
い
「
お
花
見

ジ
ョ
ギ
ン
グ
」

当
日
直
接
集
合
場
所
へ

�
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
芝

生
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
後
、
豚
汁
を
食
べ

ま
す
。

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�

２５

※
雨
天
中
止
▽
集
合
場
所

軽
ス
ポ
ー
ツ
と

豚
汁
の
会

／
受
付
時
間
＝
市
民
総
合

体
育
館
前
／
８
時　

分
〜

３０

８
時　

分
▽
参
加
費
＝
２

５０

０
０
円
▽
持
ち
物
＝
水
筒
、

タ
オ
ル
、
帽
子
等
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
集
合
場

所
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

コ
ー
ス
を
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
ま
わ
り
ま

す
。
早
朝
の
爽
や
か
な
空

気
の
中
、
桜
を
楽
し
み
な

が
ら
体
を
動
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

▽
期
日
＝
４
月
１
日
�

▽
集
合
場
所
／
受
付
時
間

＝
別
表
の
と
お
り
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

　

公
民
館
で
は
、
県
立
流

山
高
校
の
協
力
を
得
て
、

「
家
族
で
土
に
親
し
む
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
野
菜
づ

く
り
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
高
校
教

育
の
特
色
を
生
か
し
た
専

門
的
・
系
統
的
学
習
の
場

を
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供

す
る
も
の
で
、
県
立
流
山

高
校
園
芸
科
教
諭
の
指
導

を
受
け
野
菜
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

　

▽
日
程
＝
４
月　

日
か

１４

ら
平
成　

年
１
月　

日
ま

２０

１２

で
の
土
曜
（
全　

回
）
▽

１５

時
間
＝
９
時
〜　

時
▽
場

１２

所
＝
県
立
流
山
高
等
学

校
、
市
総
合
運
動
公
園
近

く
の
畑
▽
対
象
／
定
員
＝

市
民
／
家
族　

組
（
多
数

３０

抽
選
、
初
め
て
の
家
族
優

先
）
▽
参
加
費
＝
４
０
０

０
円
（
教
材
費
）
▽
申
し

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講

座
名
、
住
所
、
家
族
の
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
電
話
番

号
、
返
信
用
に
宛
名
を
明

記
の
上
、
３
月　

日
（
必

３１

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

曜
（
全　

回
）
▽
時
間
＝

４５

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１９

２０

４５

＝
南
流
山
セ
ン
タ
ー
▽
対

象
／
定
員
＝
初
級
お
よ
び

入
門
コ
ー
ス
修
了
者
ま
た

は
手
話
に
よ
る
簡
単
な
日

常
会
話
の
で
き
る
市
民
／

　

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参

３０加
費
＝
無
料
（
教
材
費
は

自
己
負
担
）
▽
申
し
込
み

＝
４
月
３
日
�　

時
か
ら

１９

南
流
山
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
る
説
明
会
に
出
席
の
上

応
募
を
※
官
製
ハ
ガ
キ
を

１
枚
持
参

　

③
点
訳
講
座
（
初
心
者

コ
ー
ス
）

　

▽
日
程
＝
４
月
４
日
〜

８
月　

日
の
水
曜
（
全　

２９

１８

回
）
▽
時
間
＝　

時　

分

１３

３０

〜　

時　

分
▽
場
所
＝
身

１５

３０

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
／
定
員
＝
点
字
を

初
め
て
習
う
市
民
／　

人
１２

（
先
着
順
）
▽
申
し
込
み

＝
３
月　

日
�
９
時
か
ら

１５

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
３

６
３
８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３
７

曜
（
全　

回
）
▽
時
間
＝

４０

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１０

１１

４５

＝
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
）
▽
対
象
／

定
員
＝
初
め
て
手
話
を
習

う
市
民
／　

人
（
多
数
抽

２５

選
）
▽
参
加
費
＝
無
料

（
教
材
費
は
自
己
負
担
）

▽
申
し
込
み
＝
４
月
３
日

�　

時
か
ら
ケ
ア
セ
ン
タ

１０
ー
で
行
わ
れ
る
説
明
会
に

出
席
の
上
応
募
を
※
官
製

ハ
ガ
キ
を
１
枚
持
参

　

②
手
話
教
室
（
基
礎
コ

ー
ス
）

　

▽
日
程
＝
４
月　

日
〜

１０

平
成　

年
２
月　

日
の
火

２０

２６

　

▽
講
座
名
／
日
程
／
定

員
＝
別
表
の
と
お
り
▽
場

所
＝
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
▽
対
象
＝
市
内
在

住
の
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
つ
方
▽
参
加
費
＝
無
料

（
教
材
費
等
は
自
己
負

担
）
▽
申
し
込
み
＝
３
月

　

日
ま
で
に
電
話
ま
た
は

２６フ
ァ
ッ
ク
ス
で
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

�
　

①
手
話
教
室
（
入
門
コ

ー
ス
）

　

▽
日
程
＝
４
月　

日
〜

１０

平
成　

年
１
月　

日
の
火

２０

２２

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座

　

年
度
の
参
加
者
を
募
集

１９
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
講
座

０
１
７
６
流
山
市
加
１
―

　

―
２
文
化
会
館
へ
※
ハ

１６ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
家
族
、

重
複
申
し
込
み
不
可

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

春休み春休み
子どもアニメ上映会子どもアニメ上映会
３月２６日十太夫福祉会館で

　男女共同参画室では、小学生を
対象としたアニメ上映会を行いま
す。
　上映されるアニメ「ロボットハ
ートンの疑問」は、日常生活を通
じての男女共同参画を分かりやす
く描いたもので、子どもたちの素
朴な疑問をともに考える内容にな
っています。
　▽日時＝３月２６日�１４時～▽場
所＝十太夫福祉会館▽定員＝５０人
（先着順）▽内容＝アニメ「ロボ
ットハートンの疑問」、「かんすけ
さんとふしぎな自転車」ほか▽入
場料＝無料▽申し込み＝当日直接
会場へ
　□問 企画政策課男女共同参画室�
７１５０―６０６４

春
の
風
に
誘
わ
れ
て

春
の
風
に
誘
わ
れ
て

お
花
見
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
軽
ス
ポ
ー
ツ

お
花
見
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
軽
ス
ポ
ー
ツ

　家族で野菜づくりに挑戦

　各種講座一覧表
定員

（先着順）
時　間期　　日講　座　名

１５人
１０時～１５時

第２・４木曜（全２４回）北部地区機能回復訓練（理学
療法・作業療法等） １５人第２・４金曜（全２４回）南部地区

１５人１３時～１５時第１・３木曜（全２４回）音楽講座（音楽療法）
２０人１０時～１５時第１・３火曜（全２４回）手芸講座
１５人１０時～１２時第１・３月曜（全２４回）カラオケ講座
５人時間は要相談水曜（全４０回）中途失明者の点字講座
１５人１４時～１６時第４火曜（全１２回）言語訓練講座

集合時間集合場所

７時東深井地区公園①

７時八木北小学校②

７時３０分市総合運動公園③

７時南流山小学校④

７時３０分東小学校⑤
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